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第２回定例会議事日程（第２号） 

 

第１ 一般質問 

  原口政敏君 

   １．市営住宅の全てのトイレの水洗化について 

    郷野原住宅が今回水洗トイレになるが、まだ多くの住宅が汲み取り式である。早急に改

善すべきである。 

   ２．漁船への燃料費補助について 

    円安で燃料費が高騰している。補助をすべきではないか。 

   ３．海の日の海岸清掃における市民の積極的な参加について 

    最近、海岸掃除の参加者が少なくなった。みんなの海なので、参加者を増やすべきでは

ないか。 

   ４．生活保護者への就職斡旋について 

    働きたくても、働けない生活保護者がいる。就職を斡旋すべきではないか。 

   ５．市道の雑木等の伐採について 

    車の通行に支障のある箇所がある。早急に点検し、伐採を。 

  中村敏彦君 

   １．総合運動公園へのアクセス整備について 

    （１）パークゴルフ場やテニス場の利用者が増えているが、市内・外からの車乗り入れ

の実態把握と、現状の問題点と認識を伺う。 

    （２）総合運動公園への全体的なアクセス整備計画はどのようか。 

   ２．街路樹の管理について 

    （１）県道・市道の街路樹にイチョウやクスノキ、さくら、やまももなどが植栽されて

いるが、本市で植栽されている街路樹の種類を伺う。 

    （２）年間を通して落葉する樹木や根を張る樹木もあり、清掃や民家への影響などの負

担をかけているが、選定の理由を伺う。 

   ３．原発の再稼働について 

    新たな活断層・市来断層の存在や五反田断層の規模の見直しに加えて、活火山の存在も

無視できない。再稼働すべきではないと考えるが、市長の見解を伺う。 

   ４．職員給与の削減について 

    賃金・労働条件は労使の交渉を重視すべきであり、本市は単独で賃金カットしてきた経

験もある。今回の国の通達に対しての市長の見解を伺う。 

  楮山四夫君 

   １．県の農村振興に関する施策は本市農村振興に合致しているか。 

    （１）快適で魅力ある農村づくりについて 

    （２）中山間地域の振興について 

    （３）環境との調和に配慮した産地づくり等に関する施策について 

   ２．教育関係について 
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    （１）市内幼稚園の保育料に相当の格差があると聞くが実態はどうか。 

    （２）生冠中学校校庭の排水工事は年次計画に入っているか。 

  西中間義德君 

   １．がん検診の受診率について 

    （１）受診率の目標をどう達成するか伺う。 

    （２）ピロリ菌除菌により胃がんを予防できるといわれているが、認識を伺う。 

    （３）ピロリ菌検査の助成について伺う。 

   ２．風疹の大流行について 

    （１）風疹の流行について市長の見解を伺う。 

    （２）予防策をどう講じているか伺う。 

    （３）対象者の予防接種の助成について伺う。 

   ３．市道寺迫観音ヶ池線について 

    （１）拡幅できないか伺う。 

    （２）観音ヶ池公園を中心として、歩道の設置について伺う。 

  西別府治君 

   １．交流人口の拡大推進について 

    （１）串木野フィッシャリーナについて伺う。 

      ・九州に４カ所しかない施設活動の現状 

      ・ヨット・ボートの停泊時に必要な給水・給電施設の整備 

    （２）霊峰冠岳・歴史自然の里について伺う。 

      ・歴史認識と九州百名山に選定されている冠岳の現状 

      ・ウオーキングトレイルや自然とのふれあいコースなどのさらなる情報発信 

   ２．総合的な有害鳥獣対策について 

    （１）有害鳥獣被害対策の現状と課題について伺う。 

      ・有害鳥獣被害の深刻化の要因 

      ・現状の被害防止計画と支援措置 

    （２）有害鳥獣被害予防対策のための措置について伺う。 

      ・放任果実の除去や緩衝地帯の整備 

      ・捕獲鳥獣を食肉利用するための加工処理施設 

  濵田 尚君 

   １．定住促進について 

    三世代家族の形成は、子育て支援や高齢者の孤立を防止し、また家庭の絆の再生が維持

できるが、三世代同居等に支援はできないか伺う。 

   ２．食のまちづくりについて 

    民間事業者や団体などの様々な取組が進む中、食の拠点エリア整備基本構想も策定され

たが、進捗状況と今後の取組について伺う。 

   ３．市来庁舎周辺の公共施設等の整備について 

    （１）市来地域公民館前の広場は整備すべきではないか。 

    （２）市来地域公民館と高齢者福祉センターの間のスペースを整備し、駐車場など有効

活用できないか。 
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（３）市来保健センター裏の倉庫や堀は老朽化が著しいが今後の対応を伺う。 

――――――――――――――――――――――――――――― 

 本日の会議に付した事件 

  議事日程に同じ 

――――――――――――――――――――――――――――― 
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本会議第２号（６月１３日）（木曜） 

 

 出席議員  １８名 

     １番  平 石 耕 二 君      １０番  西別府   治 君 

     ２番  西中間 義 德 君      １１番  楮 山 四 夫 君 

     ３番  宇 都 隆 雄 君      １２番  竹之内   勉 君 

     ４番  中 村 敏 彦 君      １３番  寺 師 和 男 君 

     ５番  南 竹 篤 己 君      １４番  原 口 政 敏 君 

     ６番  中 里 純 人 君      １５番  宇 都 耕 平 君 

     ７番  枇 榔 秋 信 君      １６番  福 田 清 宏 君 

     ８番  濵 田   尚 君      １７番  東   勝 巳 君 

     ９番  東   育 代 君      １８番  下迫田 良 信 君 

――――――――――――――――――――――――――――― 

 欠席議員   なし 

――――――――――――――――――――――――――――― 

 職務のため議場に出席した事務局職員の職氏名 

局       長  木 下 琢 治 君   主       査  石 元 謙 吾 君 

補       佐  平 川 秀 孝 君   主       査  岩 下 敬 史 君 

――――――――――――――――――――――――――――― 

 説明のため出席した者の職氏名 

市       長  田 畑 誠 一 君   土 木 課 長  平 石 英 明 君 

副   市   長  石 田 信 一 君   都 市 計 画 課 長  久見瀬 博 行 君 

教 育 長  山 下 卓 朗 君   市 来 支 所 長  吉 田 裕 史 君 

総 務 課 長  前 屋 謙 三 君   教 委 総 務 課 長  臼 井 喜 宣 君 

政 策 課 長  田 中 和 幸 君   食のまち推進課長  中 尾 重 美 君 

財 政 課 長  中 屋 謙 治 君   健 康 増 進 課 長  所 崎 重 夫 君 

福 祉 課 長  東   浩 二 君   消 防 長  深 山 龍 朗 君 

農 政 課 長  満 薗 健士郎 君 

――――――――――――――――――――――――――――― 
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平成25年６月13日午前10時00分開議 

 

 

   △開  議 

○議長（下迫田良信君） これから、本日の会議を

開きます。 

────────────── 

   △日程第１ 一般質問 

○議長（下迫田良信君） 日程第１、一般質問を行

います。 

 これより、通告順により順次質問を許します。 

 まず、原口政敏議員の発言を許します。 

   ［14番原口政敏君登壇］ 

○14番（原口政敏君） 皆さん、おはようございま

す。 

 今日は私がトップバッターでございまして、シン

グルヒットを打ちまして、盗塁をしながら30分以内

でホームベースに駆けたいと思っております。夕べ

は我が巨人軍が勝ちまして、気分爽快でございます

ので、市長も私の気分を害さない答弁をしていただ

きたいということを念じまして、質問に入らせてい

ただきます。 

 初めに、市営団地の水洗トイレについて伺います

が、我が町は27の団地がございます。その中におき

まして、14がくみ取り式、そのほかは水洗トイレで

ございますが、文化的な生活を送るためには何と言

いましても水洗トイレが今、必要不可欠ではなかろ

うかと私は感じております。 

 今回、郷野原団地が12棟、計上されております。

来年、郷野原は12棟、それからも順次計画があるよ

うでございますが、まだ多くの住宅がくみ取り式で

ございます。住宅に行きまして「何か困ったことは

ありませんか」とお尋ねいたしますと、水洗トイレ

にしていただきたいという要望が一番多うございま

した。 

 そうだろうと思っております。市長、私たちも昔

はそうじゃなかったんですよね。まだ、劣悪な状況

なときでございまして、しかし、今の現代社会にお

きましては、もうそれも過去のことかなと思ってお

ります。何はさておいても、水洗トイレを一日も早

くすることが我が町の発展にもなると思っておりま

す。 

 調べますと、水洗トイレはほとんどもう満室でご

ざいます。しかしながら、くみ取りはまだいっぱい

ございます。このことも勘案しながら、市長がどの

ように考えておられるのかお伺いをしまして、１回

目の質問を終わります。 

   ［市長田畑誠一君登壇］ 

○市長（田畑誠一君） おはようございます。 

 原口政敏議員の質問にお答えをいたします。 

 市営住宅のトイレの水洗化についてであります。 

 先ほど原口議員お述べになられましたとおり、現

在本市にくみ取り式トイレの市営住宅は14団地、

140戸あります。このうち、平成23年度に策定した

公営住宅等長寿命化計画によります建替計画の住宅

が３団地24戸、用途廃止計画の住宅が８団地59戸あ

りますので、これらを除く３団地57戸が水洗化を図

るべき住宅となります。 

 この３団地の一つである郷野原住宅の４棟24戸に

つきましては、平成25年並びに26年の２カ年計画で

ありましたが、１年前倒しして今議会に補正予算を

お願いしているところであります。残りの２団地33

戸の水洗化についても財政状況を勘案しながら、で

きるだけ早く整備をして、環境整備という意味から

もまいりたいと考えております。 

○14番（原口政敏君） 市長が言われましたが、用

途廃止の計画並びに建替計画の住宅、これはもう全

議員に私が資料を配付いたしましたので、ごらんに

なっていると思っておりますが、私が市長にお尋ね

したいのは、計画がございます、郷野原住宅は今回

が補正で12棟、そして26年度が12棟、松下住宅が27

年度で６棟、佐保井住宅が28年度27棟ですね。これ

を市長、１年でも早くしていただけんだろうかと私

が願う今日は質問なんですよね。 

 私も、ここにいらっしゃる議員の皆さん方も、も

う選挙前だから恐らく戸別訪問されていると思って

おります。私も何カ所か住宅に行きましたが、一番

要望が強かったのがやっぱり水洗トイレなんですよ

ね。してほしいと。それで、たまたま１カ月前だっ

たですが、福岡のほうからこっちに転勤してこられ
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て、都市計画課の皆さん方には大変御苦労をかけま

したが、住宅を探しました。そこでやっぱり条件と

して水洗トイレとおっしゃるんですよね。だけどそ

の水洗トイレが１軒もなかったものですから、やむ

なく佐保井住宅に入っていただきましたけれども、

やっぱり水洗トイレに入りたいと。これは高齢者な

んですけれども、高齢者でもそうおっしゃるんです

よね、市長。 

 だから、私が今日市長にお尋ねしたい点は、計画

は確かにございます。皆さんに配付してございます

ので。だけども、この28年、29年じゃなくて、もう

来年度に一括してほしいなという私の希望なんです

よ、市長。 

 市長、今度の11月は選挙ですよね。私も選挙、市

長も選挙、通るかどうか二人ともわかりません。神

のみが知るですよね。市長、選挙公約にこの本市の

住宅を全て一日でも早く水洗トイレにするという公

約でもうたっていただけるような気はございません

か。 

○市長（田畑誠一君） 先ほどから原口議員お述べ

になっておられますとおり、住民生活においてトイ

レの水洗化というのは、文化的な、より快適な生活

をする上で必須の条件だと私も捉えております。そ

ういった観点に立ちまして、23年度に長寿命化とい

うことで計画をしたわけでありますが、今議会にそ

の中で郷野原につきましては、４棟24戸ですけど、

１年前倒しで26年までの完成だったんですが、今補

正予算でお願いをしているところであります。 

 残りの２団地、あと33戸ございますが、今、お話

になられましたとおり、やっぱり基本は文化的な生

活を営む上で、さっき言いましたとおり必須の条件、

環境整備だと思っておりますので、今年１年前倒し

で郷野原をしたように、できるだけ早く整備をして

まいりたいという決意であります。 

○14番（原口政敏君） 11月改選ですが、もし市長

が通られた暁には、来年は全部するということを私

は確信しながら、その希望を持ちながら、この質問

は終わりたいと思っておりますので、よろしく御検

討を賜りたいと思っております。 

 では、次にいきます。 

 漁船への燃料費補助についてでございますが、安

倍政権が誕生いたしました。非常に景気がよくなり

ました。しかしその半面、プラスもあればマイナス

もあるんですよね、市長。これはもうやむをえんと

思っております。 

 その一番のマイナスの要因が、私たち本市にかか

わることで言いますと、非常に漁船の燃料代が高く

なったと。これはもう本市だけじゃないですよね。

テレビ等でもしょっちゅう出て、もうイカ釣りには

行けないということで、皆さんが補助金を受けんか

ならん、できんだろうかと日本全体でこれは要請し

てございますよね。したがいまして市長、私は、こ

のことも、農業はいろんなあれがあるんですよ。し

かし、水産はありませんよね。これは、国会議員が

悪かち思う。何ごて農業ばっかり補助金があって水

産業はなかったのか、私は本当、議員になってから

つくづく思ってきましたが、これは市長の責任では

なくて国会議員の責任だと思いますから、私は宮路

先生にも申し上げました。もうちょっと水産業の予

算を取ってくいやんち。おまんたちがわいかっじゃ

っち。そうですよ。 

 だから市長、それはもうやむをえませんけれども、

漁業をされる方も魚は揚がらない、燃料代が高くな

っては本当厳しいと、これは現実だと思うんですよ

ね。 

 市長、最近私は１週間のうちに四、五回漁業に行

きますけど、船が少なくなりましたよ。本当少なく

なった。これで本市は大丈夫だろうと私は心配しま

すがよ、市長。もう前の半分も漁船がいませんよ。

だから、燃費が高いから私は行かれんのだろうと思

います。その気持ちはわかりますがよ、市長。 

 だから市長、各漁協にその燃費の差額分だけでも

補填されるお考えはございませんか。 

○市長（田畑誠一君） 漁船の燃油高騰への対策に

ついてのお尋ねであります。 

 燃油価格は平成20年度以降高どまり傾向にありま

すが、政府のデフレ脱却対策により急激な円安等の

傾向が見られ、今年の１月ごろから燃油価格がさら

に上がり始め、お述べになられましたとおり漁業者

は極めて厳しい経営を強いられている状況にありま
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す。漁業者からは沿岸、遠洋漁業を問わず魚が値が

しない上に、油代が上がり、漁に出ても油代も稼げ

ない状況である、何か対策はないものかと声が上が

っていることは承知をしております。 

 先月、５月22日に東京都で開催をされました全国

漁港漁場協会通常総会において、私は新たな燃油高

騰対策を国に対して要望すべきであると強く訴えま

した。さっき言われましたとおり、アベノミクスと

申しますか、景気は上向きになっている。ちょうど

この日は輸出産業の花形であるトヨタ自動車が来年

の３月期１兆8,000億円ぐらい黒字だという報道が

テレビで報道されておりましたとおり、言われまし

たとおり、非常に景気のいい話の半面、泣いている

人がいるんだということを私も申し上げて、今のこ

の話を訴えました。皆さんそういう思いであられた

んでしょう。全会一致で、協会として国へ要請する

ことを第70回の大会の名において決議をしたところ

であります。 

 その後、新聞報道によりますと、水産庁は６月５

日、急激な円安に伴う燃油高騰が漁業経営を圧迫し

ていることを踏まえ、燃油の価格が一定の水準を超

えた場合に漁業者が負担する差額を穴埋めする制度

を拡充すると発表をしました。緊急対策として７月

から実施するとのことで、異常な高騰分については、

国の負担割合を従来の半分から４分の３に引き上げ

ることとしております。市としましては、今後の状

況等を見きわめながら、引き続き関係機関と連携し、

国県に要望をしていきたいと考えているところであ

ります。 

○14番（原口政敏君） 平成20年でしたね、燃料価

格高騰対策事業というのができたんですよね。申請

して。我が町はその基準が何か悪くてもらえんかっ

たと私は思っているんですよ。たしか20年は何か満

たなくてもらえなかった意向があったんですよ。だ

からね、市長、今回ももうそれで市長が東京に行か

れましたね。それはもう聞いております。漁協のこ

とで行かれたということで、御苦労だったと思って

おりますが、市長が言われるように７月から補助金

が出るようだったらこれはもうそれでよしとします

が、万が一、市長、これがまた平成20年みたいに我

が町は対応できなかったといった場合は本市で負担

するようにやっぱり太い腹も持っていかなければな

らないと思っておりますが、このことについてはど

うですか。 

○市長（田畑誠一君） 今、お述べになりましたと

おり、平成20年度には市として第一次産業である漁

業において使用する燃油に対し、産地の責任者とし

て国民への食糧の安定供給と食料自給率の向上の貢

献を強くアピールして、私の一番の狙いは国や県の

燃油対策の誘導を促すことを目的としました。いち

き串木野市に船籍を置く遠洋マグロ、イカ釣り漁船

及び沿岸漁船で１カ月当たり１キロリットル以上の

燃油を消費する漁船に助成した燃油価格高騰緊急対

策事業を実施したところであります。 

 今回も情報の収集に努めており、情報の解析、対

策について検討をするとともに、関係機関等と連携

をして国県への要望を強くしてまいりたいというふ

うに考えております。 

○14番（原口政敏君） 燃料価格高騰対策事業がな

ればそれでいいんですよ。市長も行かれたわけだか

ら、東京に。それがなった場合はもうそれで結構で

すがね、市長、万が一、20年度はうちの町はもらえ

んかったんですよ。課長、そうだったですよね、も

らいましたかね。私の記憶じゃ20年は何かもらえん

かったような気がしたんだけど、もらえたですかね。

まあ、もらえたら私の錯覚だと思いますが、万が一、

市長、この燃料価格高騰の、国が決定して下げるん

だったらそれでいいと思うんですよ。そうでなかっ

たら市長、漁業者と話をして少しでも補助をするよ

うなことも考えていただけませんか。 

 この問題はもう最後にしますので、一つだけその

答えをいただけませんか。 

○市長（田畑誠一君） 先ほど答弁いたしましたと

おり、国のほうで６月５日、こういう対応策をしよ

うということを発表された。そして従来の半分から

４分の３に引き上げる。７月から実施をするという

ことを発表されております。 

 今言われますように、一番肝心なのは末端と言え

ばいいでしょうか、言葉が悪いでしょうか、地方の

我々、実際の現場の漁業者にこの制度が今、一番力
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説されたように、使い勝手が悪ければ何の意味もな

いんですね。この末端の私どものこの漁業者、現場

に使い勝手がいい、現場も含まれるような制度でな

いと意味がないと思っています。だから、今言われ

ましたとおり、そういった意味はやっぱり漁業関係

者と一緒になってこれから強く訴えていきたいと思

っております。 

○14番（原口政敏君） 市長が、その場合は、漁協

の皆さん方と話し合いをされるということを私は信

じて、次の質問に入りたいと思います。 

 海の日の海岸清掃におきましてのことでございま

すが、合併しない当時は、本当に海を見回すといっ

ぱい清掃車がおりました。合併したからかどうかわ

かりませんけど、年々少なくなってくるんですよね、

市長。もう去年なんかほんと少なかったですがよ。

これもどういう影響かわかりませんが、やっぱりこ

れは市民みんなの海ですよね。海岸線のところとか

そうじゃなくて、市民全員が参加してこの海を守る

必要があると私は思いますがね。 

 ですから市長、やっぱり積極的な、市長と教育長

にも後で聞きますが、そういう活動をしなければい

けないと思うんですよ。市長は各公民館、市公連に

働きかけたり、また、教育長は教育長で、これは教

育長、子供たちがその日に限っていろんな部活があ

るって、何ていうんですか、いろんなのをつくって

いますよね。それに行かないかんって、僕の公民館

でも若者がいるんだけど、何で来なかったかって言

ったら、バレーの試合があるって。それに子供たち

が行くから来れなかったと、毎年そんなふうに言う

んですよ。ソフトボールの練習があるとかって。そ

このところを教育長、やっぱりこの小学校、中学校、

子供たちに全員参加せえって。これはボランティア

をする道徳教育の僕は一環だと思いますが、教育長。 

 だから、やっぱり学校でみんなが全員参加しなさ

いよと。それで、参加した人は手を挙げなさい、そ

れぐらい言っていいと思うんですよ。これが道徳教

育だと僕は思う、教育長。これをスポーツ少年団の

方々は、また後で市長から答弁していただきますが、

そういうことも教育長の仕事だと私は思いますがよ。

また後で答弁してください。 

 まず市長に、この海の日のことですね。これは市

長、僕は市民と語る会でさっき竹之内議員が控室で

「原口さん、今度の一般質問は市民と語る会がほと

んどやな」じゃっどっち、これはもうほとんど市民

と語る会で出たんですよ。だからこれは市長、やっ

ぱりみんなの海だから、みんなが出て清掃せないか

んと思うんですよね。何か、いちき串木野市と南さ

つま市で子供たちがどこから漂流物が来たかという

調査もあるらしいですね。ちょこっと今日ラジオで

聞きましたけれども。 

 だから市長、やっぱり全市を挙げてですよ、全市

民とはいきませんけれども、一人でも多くの方を参

加させて、私たちの海ですがね。やっぱりこの海を

守らんないかんと思う。市長、どうですか。 

○市長（田畑誠一君） 海の日のこの海岸清掃につ

いてであります。 

 市民の皆さんの御協力をいただいて、南は市来海

岸から北は土川漁港まで一斉の清掃に取り組んでま

いりました。清掃参加者については、これまでも市

内全ての小中高校をはじめ、各地区公民館長、婦人

会長並びに建設業界、各種ボランティア団体の皆様

などに文書で積極的なお願いをしているところであ

ります。また、市内全世帯に向けましては、広報紙、

防災無線等を通して参加を呼びかけておりますが、

昨年は約1,470名ぐらいの方が参加されたんではな

かろうかと思っております。早朝からでありますが。 

 最近、この海岸清掃の参加者が少なくなったとの

御指摘でありますが、これからも市民の皆様や関係

各種団体の方々に改めて、やはり言われますとおり、

みんなの海だと、みんなで守ろうや、みんなできれ

いにしようよというような呼びかけを重ねてまいり

たいというふうに考えております。 

○教育長（山下卓朗君） スポーツ少年団も含めま

して児童生徒につきましては、毎月第３土曜日を青

少年育成の日と定めまして地域行事等に参加するよ

うな周知を図っているところであります。青少年育

成の日以外におきましても、地域行事への児童生徒

の参加につきましては、参加を促しております。特

に、海の日につきましては、海の恩恵に感謝すると

ともに、海洋国日本の繁栄を願う日となっておりま
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すので、本市では市民挙げて海岸を清掃することと

なっておりますので、児童生徒に対しましても積極

的に参加を促してまいりたいと考えております。 

 スポーツ少年団に対しましても、スポーツ少年団

本部並びに指導者協議会の総会及び研修会など機会

あるごとに参加要請をしておりますけれども、今後

も継続して参加を要請してまいりたいと、このよう

に思っております。 

○14番（原口政敏君） ぜひ、この次はもう海がい

っぱいに市民がなるように、市長と教育長がそれぞ

れ手を打って増やしてください。 

 では、次の質問にいきますが、生活保護者への就

職あっせんです。 

 本市で生活保護をもらっていらっしゃる方が320

名、４億9,300万円出費しておりますね。国が４分

の３、市が４分の１ですから約１億円ぐらいを本市

が負担しております。もう65歳以上とか、体が健康

でない方はやむを得んと思うんですよ。これは私た

ち市民が助けるのが義務ですからね。だけど、21歳、

30歳、31歳、41歳、相当数の方がいらっしゃいます

ね。僕はびっくりしましたよ。こんなに若い人が生

活保護をいっぱいもらっているのかということを本

当に知りませんでした。これは勉強不足だったと思

っております。 

 そこで、私は今日市長に質問したいのは、たしか

一人ハローワークとか、それから個人面談をする方

がいらっしゃいますね、その方だけじゃだめだと思

うんですよ、僕は。もう一人増やして企業回りをし

て、この若い人たちを、まずその前にこの生活保護

をもらっている若い人たちと面談をして、どげんと

ころに働きたいかということで、企業回りをさせる

んですよ。こういう人がいるんだけど、どうですか

って。 

 実は市長、僕は担当課長と３人来られましたので、

すぐある企業に電話しました。「実は生活保護をも

らっている20歳ぐらいのがいるんだけども使ってく

れるか」「使ってやります」と。それで課長に言い

ましたから、電話番号やら。使ってくれると思いま

す。 

 だから、課長に、やっぱり生活保護をもらってい

るということで敬遠されるらしいんですよね、市長。

敬遠されるって。そのときもおいが保証人になるっ

て言うてくれち。僕は何人でもなりますよ、保証人

に。やっぱりそれくらいの腹づもりでしないと解決

できないと思うんですよ。４億9,000万円って莫大

な金額ですよ、市長。だからこれをそうすることに

よって本市の財政が減ると思う。大体20歳、30歳で

生活保護をもらうとは言語道断だと僕は思う。議会

報に載せますから、はっきりと。こういう人たちは

仕事をせないかんですよ。国民の義務は働くことで

すよ。納税することですよね。健康な20歳代の連中

が生活保護をもらう。僕は理解できない。 

 だから市長、そのためには部署をつくって積極的

に市が就職をあっせんするということが僕は財政削

減にもなると思っておりますが、市長、一人そうい

う担当部署をつくる考えはございませんか。 

○市長（田畑誠一君） 生活保護者の方々の就職あ

っせんの御質問であります。 

 平成25年３月末現在の生活保護世帯数は229世帯、

320人の方が保護を受けておられます。このうち就

労可能な方は母子世帯８人、障害者世帯７人、傷病

者世帯９人、その他世帯37人の計61人となっており

ます。リーマンショック以来、景気低迷の影響等に

より、その他世帯の方々の増加が目立ってきている

ようであります。 

 このため、平成23年７月から就労支援員１名を配

置し、就労可能な方の自立に向けた支援に取り組ん

でおります。これまでもハローワークとの連携によ

る就労支援を中心に、地元製造業者等への雇用依頼

や市が実施している緊急雇用創出事業の雇用も行っ

てまいりました。また、就労支援員は支援対象者の

就労意欲の喚起に努め、面接指導等を行い、１人当

たり平均3.1回の企業面接につなげております。そ

の結果、平成23年度に９人、平成24年度には26人の

方が就職できました。そのうち８人の方が生活保護

を離れ自立をされております。 

 今後も引き続き、現体制で就労可能な生活保護受

給者や保護に陥りそうな生活困窮者に対して自立に

向けた丁寧な就労支援に努め、さらに地元企業への

雇用依頼の取り組みを行ってまいりたいと考えてお
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ります。 

○14番（原口政敏君） 年間一人が、単純計算しま

すと154万円、月額12万8,000円払っているんですよ。

これは大きいですよね。市長は現体制とおっしゃい

ましたが、私の質問にちょっとかみ合わないんだけ

ど、私はそうじゃなくて、今、一人いらっしゃるか

らもう一人増やして各企業を回ってこの生活保護を

もらっている人たちの了解を得て、こういう人がお

りますが使っていただけませんかというような、私

は一人ポストをつくるべきだと思うんですよ。そう

いうことによって、一人じゃ手が回らんと思う、僕

は。ハローワークに行ったりですよ、生活保護者と

面談するだけじゃ僕はだめだと。やっぱり一人増や

して、市長、この就職のほうも精力的に企業を回る。

いっぱい企業はあるわけだから。それで回って、こ

ういう人がおりますけれどもどうですかと、市長み

ずから私は行ってほしいと思いますがよ。もしおら

れなかったら市長が回ってくれんですか。それか市

長、そうであれば、増やして専属的にさせるんです

よ。僕は絶対いいと思う。20歳以下62人ですよ。そ

れはびっくりしますよ。もう健康な人間だと思いま

すよ、僕は。62人。この方たちを働かせないかん、

市長。それはもう職員を挙げてしてほしいと思いま

すが、そのポストをつくる考えはございませんか。 

○市長（田畑誠一君） 現在１名の体制でこの事業

を進めてまいりました。さっきも述べましたとおり、

平成24年度につきましては26人の方が就職できたと。

そしてそのうちの８名の方は生活保護を離れて自立

をされておる実績があるということを申し上げまし

た。 

 今、原口議員がお述べになりましたとおり、生活

保護者の方をできるだけ少なくしていくという方向

は、これは社会の責任だと思っております。そして

また、生活保護を受けておられる方も仕事を持って

働いているということが誇りだと思います。したが

いまして、そのためにはどうするかということで、

今、原口議員はもっと体制を充実して、もう一人増

やして、企業回りとかハローワークだけではなくて、

そういったのもやるべきではないかということでの

御意見であります。 

 今のこの事業を担当している職務の内容というの

は、そうしたハローワークに行ったり、もちろん企

業回りをしたりしているわけですが、もう一つの大

事なことは、生活保護を受けておられる方に就労に

対する意欲、そういったのをさらに喚起したいとい

う、そういう役目も負いながら仕事をしておられる

ようであります。 

 冒頭に申し上げましたとおり、生活保護の方々を

できるだけ少なくすることは社会の責任であり、生

活保護をもらっておられる方々も仕事をすることが

誇りにしたいという思いであられると思いますので、

今の実績等を勘案しながら、企業回りの頻度とか、

そういったことやらを考えて、今後研究してみたい

と思います。 

○14番（原口政敏君） ６月４日でしたね。テレビ

を見ていましたら生活保護法改正案が可決されまし

たね。この生活保護をもらっている方が自立したら

支援金を出すと、これはいいことだと思いますよ。

市長、知っていましたか。４日だったですよ、僕が

テレビを見よったら、自民党もよかこと言うねって。

生活保護をもらっとった方が就職する。自立した場

合に支援金を出すって。それが幾らかはわからんけ

ど、担当はまだわからないよね。この前４日のこと

だから。達しが来てるのかな、まだ来てないのかな。

だからその金額もあると思うんですよ、市長。 

 それだけ国も、僕は裏を返せば困っていると思う。

この金額に、生活保護の。僕はきれいなことばっか

り言わん。だから、かわいそうなことはやむを得ま

せんよ。だからもう20歳以下の健康な人に生活保護

をやる必要はなか。だからそこのところをやっぱり

そういう方たちが働くことによって彼らのためにな

るわけだから。 

 実は市長、１カ月ぐらい前、僕がこの質問をする

きっかけがあったんですよ。１カ月ぐらい前でした。

それは川内市民の方だったですけど、御兄弟が僕の

会社の近くにいらっしゃって、車を買いたいと。生

活保護をもらっているって。36歳で子供を３人連れ

てこられました。どうして生活しているのって言っ

たら、川内で生活保護を９万もらうって。それで９

万円パートで行って18万円もらって生活してきまし
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たって。で、どうしてその生活保護をやめる気にな

ったのって言ったら、子供が病院に行ってお金を払

わないで帰ってきたら、お母さん、何でお金を払わ

んのって言ったって、子供が。それで胸がじーんと

来たって。そうだろうと思いますよね。だから働き

なさいって。あんた若いんだからって、僕はすぐ仕

事を紹介してあげましたよ。今働いていますよ。本

当のことを言って。 

 そういうことをして、この生活保護のかわいそう

な人はもうしようがないんですよ、だけど20歳以下

は言語道断ですよ、20歳、30歳っていうのは働かせ

ないかん。これはみんなの責任があると思う。これ

はもう担当課は一生懸命していますよ、僕は聞きま

した。だけど市長、やっぱりこういうのに給与を   

してですよ、市長、これを解決していきましょうや。

４億9,300万円ちゃ大きいですよね。国は４分の３

を負担してくれる、市が４分の１、１億円近くです

よ。これは何とかしましょうや、市長。だからそう

いうことで、市長も全力をもってしていただくこと

を要請しまして、次の質問に行きます。 

 あと９分ですね、私の持ち時間は。 

 市道の雑木等の伐採ですが、これも市民と語る会

で出ました。３カ所も出ました、市長。冠岳、それ

から川南、それから文化センターで出たですね。道

路上に雑木が生い茂って車も通れない状態があるっ

て。僕は早速、委員会で鹿屋に行きましたので、そ

のバスの席上で担当に電話して、川南のどこどこに

行ってくれんけって、夕べ電話があったからと電話

しましたら、早速行って、原口議員、切りましたっ

て。しかし全部はもう切れないところがありました

ので、個人のところもありましたから、これは今後

の課題にしますと、すぐ対応してくれました。あり

がたいことだと思っておりますけれども、そういう

ところがいっぱいあるらしいんですよね、市長。あ

ります。私もきのう一般質問をするに当たりまして

観音ヶ池をなぞって走ってきました。確かにありま

すよね、道路に草がはみ出してきて車がよけんない

かんと。そして対向車が来ると危なかねって思う箇

所が何カ所も市長、ありましたがよ。これを建設作

業員もいらっしゃるし、シルバーセンターもできる

と思うんですよ、市長。だからこれを全市にわたっ

て調査して、市民の安全安心を確保していただけま

せんか、どうですか。 

○市長（田畑誠一君） 市道の雑木等の伐採につい

てであります。 

 市道の管理につきましては、年間を通してシルバ

ー人材センター及び直営作業員による除草を中心に

計画的に実施をしております。また、そのほかにパ

トロール等、市民の方々からの情報等をもとに対応

を行っているところでありますが、御指摘ありまし

たとおり、交通安全上支障が生じている市道につき

ましては、早急に現地を調査の上、対処してまいり

ます。 

 また、伐採等につきましては地権者の了解を得た

後に実施しておりますので、場所によっては多少時

間がかかる場合もあろうかと思いますが、その辺は

御理解をいただきたいと思います。 

 いずれにいたしましても、今日の車社会の中では、

特にこの道路の整備というのは大変大切であります。

市民生活に支障がないように今、御指摘ございまし

たとおり、お気づきの点、どんどん申し出をしてい

ただきまして、できるだけ支障を来さないように努

めてまいりますので、よろしくお願いを申し上げて

おきます。 

○14番（原口政敏君） 特に、担当課長が来ておら

れますので、通学路に関しては、私は急いでほしい

と思うんですよ、通学路。父兄が言われました。車

で学校に迎えのときに木が生い茂って危なかったっ

て。だからそういうところを課長、答弁要らないか

ら、まず最初はそこからしていただけませんか。先

ほど市長も言われましたように、やっぱり市民が安

心安全するような市政をつくらないけません、市長。

これがもう最も一番大事なことなんだから、何があ

っても生命が一番大事ですよ。そう考えて、建設作

業員もおられる、もうタニシはとらんでよかで、そ

ういうところに回して伐採していただきたいという

ことを申し上げまして、私が言うたのが７分余りま

したけれども、一切の質問を終わります。 

○議長（下迫田良信君） 次に、中村敏彦議員の発

言を許します。 
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   ［４番中村敏彦君登壇］ 

○４番（中村敏彦君） おはようございます。 

 久々の早い登板になりました。先ほどの先輩議員

の宣告どおりというか宣言どおりというか、うまい

進め方でしたけれども、なるべく簡潔に質問を進め

たいと思います。 

 まず、通告に従いまして、総合運動公園へのアク

セス整備についてであります。 

 昨年12月の私の一般質問に対しての答弁で、パー

クゴルフ場の利用者が市内外合わせて１万5,450人、

テニス場が6,370人、総計で２万1,820人との答弁で

ありました。いいことだと思います。 

 そこでお尋ねをいたします。パークゴルフ場の利

用者に加えてテニスの大会・交流試合、学園が持っ

ておりますサッカー場での大会・交流試合などが開

催される日は車の通行が非常に増えております。両

施設の利用者や周辺道路を利用される近隣住民、特

に市道伊倉ヶ迫周辺で農業をされている方から、自

転車で移動する部活の学園生やスポーツ少年との間

でひやっとすることが頻繁に起きると聞きました。

私自身、パークゴルフを利用しておりますが、はっ

とすることも何回か経験をしております。 

 そこで、周辺市道をルートとされて両施設を利用

されている車の乗り入れの状況や現状の問題点など

の実態把握がなされているかどうかを伺います。あ

わせて把握された問題点や実態を改善するために、

個人的には全体的なアクセス道路の整備が必要と考

えておりますけれども、どのようにお考えか市長に

お伺いして、壇上からの質問といたします。 

   ［市長田畑誠一君登壇］ 

○市長（田畑誠一君） 中村敏彦議員の御質問にお

答えいたします。 

 パークゴルフ場を含む総合運動公園、テニスコー

トやら、あるいは神村学園のサッカー場、そのアク

セス道路の改良計画についてであります。 

 パークゴルフ場及び総合運動公園の利用者は年々

増加してきております。さらに、今年の秋の総合体

育館の完成を見ますると一層利用者が増加すること

が見込まれます。これまで市内外の利用者対応とし

ましては、串木野インターチェンジが接続する主要

地方道串木野樋脇線からをメインの入り口として整

備を進めてきているところでありますが、今後、こ

の南薩方面からの利用者のことも検討しなきゃいか

んのかなというふうに考えているところであります。 

○４番（中村敏彦君） 市長もちょっと触れられま

したが、私もいろいろ聞いております。特にサッカ

ー、野球等の交流試合とか大会ですね、その際、特

に南薩方面を含めた近隣の選手がマイクロバス等で

来られるときに伊倉ヶ迫を通っておられるみたいで

す。あわせて福祉バスもあそこをたしか通っている

と思うんですが、そういう意味で、実際、相当危険

性が高まっております。そういうことで、第一次総

合計画が昨年３月に後期計画が出されましたが、そ

の60ページに総合運動公園の整備とスポーツ大会の

開催、誘致などの利用促進が重要な施策となってお

ります。 

 その基本計画のもとに総合体育館の西側に進入路

建設や第２駐車場と言っていいのかどうか、西側に、

下段のほうに駐車場の建設が進められております。

計画が進められております。その地点からさらに西

側に下って旧国道と交差する地点、あそこまでの間

はかなり狭隘で、特にカーブのところでちょっと、

事故まではまだ起きていないみたいですが、そうい

う接触可能な交通状況があるということを聞いてお

りますが、そういうところの拡幅計画はないのかど

うか、もう１回聞かせてもらいます。 

○市長（田畑誠一君） 先ほど述べましたとおり、

総合運動公園の入り口としてのメインの入り口とし

ては、主要地方道串木野樋脇線を位置づけて整備を

進めてきたんですが、やはり今後こういう利用者の

増大を考えますと、南薩方面など近隣の方々の通行

が予想されます。したがいまして今後、この伊倉ヶ

迫線を中心にした整備も考えなきゃいかんのかなと

いうふうに思っているところであります。 

○４番（中村敏彦君） メインの進入道路というか

ルートは当然インターから県道樋脇線だと、それは

もう理解しています。ただ、伊倉ヶ迫線の場合は、

先ほど言ったように狭隘だし、特に３号線の須納瀬

信号の入り口、あそこの入り口がものすごく狭くて、

もうご存じだと思うんですけど、ガードレールにぶ
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つかる事故も起きていますし、車が信号待ちでとま

っていてもすんなり行けるような、いわゆる片側１

車線ぐらいの程度のあそこの停車する位置の拡幅が

できないか、できないとしたら喫緊の課題としては

停止線を車１台分引っ込めるとか、移動させるとか、

そういうことをしないと、マイクロバスで入ってこ

られる方々もそういう不都合を感じておられますし、

先ほど市長が全体的な計画の中で伊倉ヶ迫線も考え

るということですが、喫緊の課題としてはあそこの

入り口はもう早く対策を打たないと危ないんじゃな

いかなという気がします。 

 市長、答弁があればお願いします。 

○市長（田畑誠一君） 伊倉ヶ迫線全体の計画とい

うのはもうあらゆる角度から、伊倉ヶ迫線自体も狭

隘ですので検討すべきだと思っておりますが、今、

御指摘ありました国道との入り口といいますか、特

に川内側のほうから来たときは非常に狭いですよね。

狭いし、狭くて角度が鋭角になる感じで入りにくい、

私もおっしゃるとおり承知をしております。 

 したがいまして、これはあらゆる角度から検討を

して、できるだけ速やかに改善が図れるように努力

をしてまいりたいと思います。また、その前にまず

できることは、停止線の位置を変更することは早速

取りかかりたいというふうに思っています。あと改

良につきましては、できるだけ速やかに関係者と相

談しながら進めてまいりたいと思います。 

○４番（中村敏彦君） 伊倉ヶ迫線は、そういうこ

とでとりあえずやむを得ないだろうと思うんですが、

そのほかに運動公園にアクセスするルートとしては

海瀬坂下線か、それと中井原線につながっている別

府上名線の一部、どっちも一部なんですけど、かな

り狭隘なところがあります。多分、担当課ではもう

調べてあると思うんですが、特に海瀬坂下線の場合

は海瀬橋の新しい架けかえの計画が進んでおります。

そういう意味では、当然、海瀬橋が改善されると郷

戸線市来を通じて大型の車両も入ってくる可能性が

あると思います。 

 そういう意味で八房川、橋からっち言えばいいと

思うんですが、300メートルぐらいものすごく狭隘

なんですよね、私も何回かあそこ通るんだけど。そ

ういう意味ではあそこの300メートル、それから中

井原線から別府上名線につながった地点の200メー

トルぐらい、もうほんとわずかなんですけど、そこ

までは大体改善されているんですが、そこの部分が

非常に狭いと思いますので、そこも含めた検討がさ

れているかどうか市長に伺います。 

○市長（田畑誠一君） 海瀬橋の橋の架け替え、２

車線歩道つきのですね。これは市来地域、串木野地

域二つの町の一体性を促進するという意味でぜひ必

要だし、現在も相当利用されている道路であります。

そういった意味合いにおきまして、海瀬橋の着工に

向けて事業の準備を進めておりますが、その海瀬橋

から300メートルほどが特に幅員が狭いということ

は私も承知をしております。したがいまして、この

橋梁の建設と並行する形で、この整備を進めていき

たいというふうに思っております。橋梁の建設をし

てということになりますが、できるだけ並行するよ

うな考え方で進めてまいりたいというように考えて

おります。 

○４番（中村敏彦君） 橋の架け替え後に検討する

というふうに私は理解したんですが、とりあえず市

来地域と串木野地域の合併後の一番連携軸として位

置づけられているところもありますので、ぜひ整備

計画に早目に入れてほしいなと思っております。 

 このアクセス道路整備についての最後になります

が、伊倉ヶ迫線はウオーキングをされる方がかなり

おられます。私もするんですが、たまに。そういう

意味では早急な整備が必要と思うんですが、とりあ

えず2020年の鹿児島県国体、当然競技種目の誘致も

考えておられるようですから、早晩計画をしなけれ

ばならないルートだと思います。そういう意味で、

もし国体を見越した上での市長の考えがあれば伺っ

て、この質問を終わりたいと思います。 

○市長（田畑誠一君） 先ほど海瀬橋から300メー

トルの改良もお尋ねがありましたけれども、橋梁の

建設をして、できるだけ早くそちらのほうも検討し

てまいりたいというふうに考えております。今、御

質問ありました件につきましては、おかげさまで市

民の皆さんの念願でありました総合体育館が今年の

秋に完成をいたします。したがいまして、これに伴
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う利用者の増大が見込まれることから、今後、利用

者の動線を細かく把握する必要があると思います。

また、今言われましたそういった面で路線ごとに部

分改良が必要であると判断した場合には関係機関と

協議を行い、前向きに検討してまいりたいと思いま

す。 

○４番（中村敏彦君） 早急な整備計画を出される

ように要請をいたしまして、次に移ります。 

 街路樹の管理について、先ほども同僚議員から市

道の雑木の伐採の話が出ましたが、街路樹の管理に

ついては３月議会の予算委員会で同僚議員も取り上

げ、質疑を交わされました。そして改めて同僚議員

から改善要望も出されております。それほど市民の

関心が高い事柄でございましたので、一般質問とい

たしました。見る限り、国道にはイチョウ、県道に

は桜、市道の街路樹にはクスノキ、やまもも等が植

栽されているように思います。 

 そこで、本市で植栽されている街路樹の種類とな

ぜそれが街路樹として選定されたか、その理由につ

いて伺います。 

○市長（田畑誠一君） 本市のこの街路樹の種類に

つきましては、役所前のクスノキを筆頭にホルトの

木や五反田川沿いのソメイヨシノなどを植栽をして

おりますが、全部で15種類、約1,200本ほどの樹木

をこれまで町の緑化事業として植栽をしてきたとこ

ろであります。 

 樹木の選定の件ですけれども、一般的に広く使用

されている自動車等の排気ガスに強い、塩害に強い、

そして何よりも市民に親しんでいただける、日照等

の調整ができるなどの樹木をそのときの時代、場所

に合わせた形で選定を行ってきているところであり

ます。 

○４番（中村敏彦君） 15種類あるんですね。私は

10種類ぐらいかなと思ってずっと見て回ったら、そ

んなに思っていたんですが、15種類もあるとはびっ

くりしました。 

 クスノキが県木に指定されていることも多分ある

と思うんですが、ちょっと県に聞いたら地球温暖化

防止とか、今、市長が言われたように日照時間や台

風、そういう鹿児島の風土に合わせた形で選定され

ているということはお聞きしました。個人的にも市

街地に緑があることはとてもいいことだと思ってい

るんですけれども、しかし、年間を通して落葉する

樹木もあったり、その除去等が市民の皆様の負担と

なっている現実があります。 

 そこで、これまで道路に係る苦情や要望が年間

900件という、たしか担当課のこの場での質問やら

に答えがありましたが、この900件程度の中で街路

樹に関する苦情は何件ぐらい入っているか、大体平

均的にですね、調査ができていればお聞きしたいと

思います。 

○市長（田畑誠一君） この街路樹に関する市民の

皆様からの要望とか苦情についてでありますけど、

除草と伐採を含めた形で集計をしておりますけれど

も、平成24年度で約900件ございます。これは除草

と伐採と合わせてですね。そのうち175件というこ

とであります。 

 主な要望内容というのは、この街路樹よりも市街

地中心の先ほど原口議員もお述べになられましたが、

周辺の市道沿いの伐採、草払いの要望が多いようで

あります。 

○４番（中村敏彦君） 900件は除草、伐採だけで

900件でしたっけ。たしか側溝整備やら何やら含め

て900件という記憶があるんですが、それが一つ。 

 問題は、街路樹によって民家の屋根にかぶさって

雨どいが詰まったり、雨戸が腐ったりという、いろ

んな多分要望も上がっていると思うんですが、そう

いうことは具体的に来ていると理解しているんです

けど、そこら辺はどうなんですか。 

○市長（田畑誠一君） 街路樹に関する件、それか

ら除草と伐採、含めて年間、昨年の場合が900件と

いうことでありまして、街路樹に関する要望はその

うち175件と捉えています。 

○４番（中村敏彦君） それほど多くの要望や苦情

が来ているとしたら、当然、市も改善に向けて取り

組んでおられることなんですけど、現状を見た限り

市道の大原港線、いろんなところから苦情があった

ので見てみたら、七、八カ所が民家の家にかぶさっ

ていますよね。あと、たしかニシムタの前のあそこ

は下カニ田線か、あそこは六、七軒たしかかぶさっ
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ているような気がするんですが。やっぱり街路樹を

植えるということは緑、癒しをつくるちゅうことで

大変重要なことなんですけど、そういうデメリット

に対して樹木の変更ができれば一番いいんだと思う

んですが、175件の苦情が来ていますけれども、苦

情が来る前に、市として、行政として定期的に検査

をして、調査をして対応するちゅうことは、今とら

れていますかね。 

○市長（田畑誠一君） 私は、まちづくりのかなめ

として、街路樹をはじめとする植栽というのは非常

に大事だと思います。樹木自体が御承知のとおり、

空気の浄化といいますか、住みよい環境づくりをつ

くってくれているわけでありますから、そういった

意味で街路樹の植栽というのは非常に大事だと思い

ます。 

 ただ、今お述べになられましたとおり、繁茂して

といいますか、大きくなってといいますか、市民の

皆さんの家先にかかったり、それから、あるいは電

線とか電話線とかに触れたりするところもあるよう

でありますので、そういった面は、今日も実は、こ

れ何線かな、その作業をしているんですけれども、

そういった面につきましては、やはり必要最小限街

路樹を守りながら、御理解をいただいて剪定をして

いくという方向で、今ずっとやってきておるところ

であります。 

○４番（中村敏彦君） 枝葉の剪定もですけど、一

番問題ちゅうかいろいろ聞くのは、クスノキが繁茂

し過ぎて根が犬走りに来やせんとかいという不安を

持っておられる周辺住民の方もおられます。そうい

う意味で、苦情が175件来るちゅうことは定期的に

されているのかなちゅうのを、正直なところ思いま

す。だからそういう意味で、さっき樹木の変更もち

ょっと聞きましたけど、樹木の変更が考えられれば

それが一番いいわけで、そこら辺と定期的な調査ち

ゅうか、そこら辺はもう一度お聞きします。 

○市長（田畑誠一君） その街路樹の通常の維持管

理ということですよね。それに関しましては、基本

的な考え方として市道部分については年１回の剪定

の業務を委託しております。県道、国道につきまし

ては、最近では剪定の枝払いが行われ、最近県道、

国道につきましては、数年に１回程度の管理をされ

ているようであります。また、落ち葉等の処理等に

つきましては、ごみ袋などの配布や収集について、

今後いろんな方向から検討していきたいというふう

に考えております。 

○４番（中村敏彦君） ぜひ定期的に維持管理をし

ていただきたいと思います。 

 あと最後に、特にクスノキはたしか２月から５月

の４カ月間落葉するみたいですね、あの木は。樹木

によっては枝の張りぐあいに比例して根も広がると

いう木があります。クスノキはその典型だと思うん

ですが、ごみ袋を相当自己負担で使っちあるんです

よ。そういう苦情をたくさん聞きます。そういう意

味で、透明なのかどうかわからないけど、申請か請

求によって樹木の落葉を出すときは市が与えるちゅ

うか、そういう配慮も必要じゃないかなと思ってい

るんですが、これを最後に聞いて、この件について

は終わります。 

○市長（田畑誠一君） 総じて、とにかく街路樹を

今、ずっとまとめて御質問、街路樹の剪定をしっか

りしなさいということであります。先ほど申し上げ

ましたとおり、街路樹というのはまちづくりのため

に非常に大切な事業だと思っております。ただ、そ

のことが市民の皆さんの家の軒先にかかったり、電

話線等やらに何か迷惑をかけたり、邪魔になったり

いろんなことがあってはいけません。しかし、今言

われましたとおり、また樹木も剪定の時期もありま

す。そういったことは、やはり専門の方と協議しな

がら維持管理に努めてまいりたいと思います。 

 最後に言われました落ち葉等の処理につきまして

は、市民の皆さん方の御協力もいただきながら、市

としてはごみ袋の配布など、まだ市民の皆さんでで

きないところは、これは市がやらなきゃいかんわけ

ですが、そういった形で、先ほど言いましたとおり

ごみ袋の配布などをしながら進めていきたいという

ふうに考えております。 

○４番（中村敏彦君） それでは、通告の３番目に

行きます。 

 原発１、２号機の再稼働についてお伺いします。 

 気象庁統計で2001年から2010年までの10年間のマ
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グニチュード６以上の地震、統計をとりましたけど、

年間平均22件でした。ただ、東日本大震災発生の

2011年は年間116件発生しております。当然これは

余震も含めてですので、増えるのは当然と言えば当

然なんですが、そのような中で、昨年９月１日の新

聞に、阪神大震災以降17年間にマグニチュード６以

上の地震のうち、国が警戒断層としている100以外

の活断層によって14回の地震が発生しているという

報道がありました。その中には当然といいますか、

1997年３月の鹿児島県北西部地震も含まれておりま

す。しかも今年２月２日付の新聞に、マグニチュー

ド７級の活断層で鹿児島県内では出水断層と甑断層

と市来の３断層だという報道がありました。この３

断層はまさしく川内原発を取り囲むような活断層で

あります。 

 そういう意味で、さらに加えて言えば、五反田断

層が九州電力が提出した環境影響調査の評価資料19

キロメートルよりもさらに６キロ長く、甑断層に限

りなく近い状態だという調査結果も公表されており

ます。新しい原発規制基準案では半径160キロ圏内

の活火山の存在も無視できないという報道もされて

おります。福島原発の事故原因も明らかにされない、

核燃料の取り出しが平成33年からという報道がされ

ましたが、それも40年かかるわけですし、このよう

な中で、川内原発の再稼働は市民の安全にとって無

謀であると言わざるを得ません。 

 市長の見解を伺います。 

○市長（田畑誠一君） 原発の再稼働についてであ

ります。 

 原発につきましては、これまでお答えしてまいり

ましたとおり、私は、将来的には脱原発の方向を目

指すべきだと考えております。すなわち、今後は可

能な限り、したがいまして、その比率を減らしてい

くべきだと、どんどん減らすべきだと考えておりま

す。 

 ただ、再生可能エネルギーの抜本的な拡大には現

時点では課題も多いようであります。安定的に原子

力発電を代替するには、したがって一定の期間を要

すると言われております。その認識の上では、もち

ろん安全性の確保が大前提ながら、当面の稼働もや

むを得ないのではないかと考えております。 

 現在、原子力規制委員会における新基準の決定時

期や九州電力における申請などの動向が報道されて

おりますが、運転の再開に当たっては、私は期限が

あるものではなくて、安全性の確認など手続が慎重

であるべきだと思っております。 

○４番（中村敏彦君） この間の一般質問等々で期

間は別として、将来的に脱原発を市長と私も一致し

ていると思うんですが、期間は別としてですよ。早

い時期か遅い時期かを別にして。ただ、そういう市

長の考えは大事なことだと思うんですが、現在の国

の原発政策はかなり後退していると私は個人的に思

っています。安倍政権によって後退どころか、いつ

でしたっけ、この前の新聞では「成長戦略に原発を

活用する」５月31日付ですね、というほどまで言い

出して、これで福島の原因究明もされない中で本当

に安全が確保されるんだろうかという危惧をします。 

 そういう意味で、前のめりになっている国任せで

稼働していいのかどうか、そこに非常に疑問を持っ

ています。市民の命と暮らしを守れないと個人的に

思っていますので、再度市長の見解をお聞きしたい

と思います。 

○市長（田畑誠一君） 申すまでもなく、原発の運

転再開というのは安全性の確保が大前提であります。

福島事故の問題点を踏まえて安全基準が高まること

が重要であります。 

 原子力規制委員会においては、新しい規制、基準

に沿って安全が厳格に審査されるべきだというふう

に考えております。その規制委員会は独立した機関

として設置がなされており、科学的な見地から新し

い知見を反映させていく責務があると考えておりま

す。そういった意味で、規制委員会においては、期

間に捉われることなく安全性について厳格な議論、

審査がなされることが第一だというふうに考えてお

ります。 

 もちろんその上で、最終的な判断の過程を整理し

て、国の責任において本市を含む地元の皆さんに対

する説明がなされるとともに、判断の過程において

市民の意見、意向を反映させることが必要だと考え

ております。 
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○４番（中村敏彦君） 市長も覚えておられると思

うんですが、先日報道で九州電力の前会長松尾さん

が、松尾氏といいますか、今、相談役みたいですけ

ど、１日10億円の赤字だと。今、原発がとまって。

１日10億円の赤字だ。４日早く運転すれば40億円の

寄附は何ていうことはない。再稼働もあわせてこい

願いたいというお話をされています。佐賀のどこか

で。で、佐賀の県議会が猛烈に怒りまして、抗議を

したりされて、結果的には県議会に謝罪と訂正をさ

れたみたいです。 

 この原発の再稼働は、このような不純な動機から

始まっているんじゃないかという気がしてなりませ

ん。そういう意味で、私は市長が言われる安全確保

とか何とかも本当に大事なことです。私も同感です。

でも、この前会長、松尾さんという方が言われた、

ここが根っこに動機としてあるとしたら、お金より

もやっぱり命が大事じゃないかと言わざるを得ない

んですよね。だから、そういう意味でもう一度市長

の答弁をいただきたいと思います。 

 この発言も含めて多分、報道で知っておられると

思うんですが、それも含めて市長の見解を伺いたい

と思います。 

○市長（田畑誠一君） 九電側の、今言われました

発言に対して私がコメントする責めにはないと思い

ますけれども、いずれにいたしましても採算性が優

先する話であっては絶対いけない話であります。こ

れは、市民の皆さん方の安全性が大前提であって、

その上で議論がなされるべきだというふうに私は考

えております。 

○４番（中村敏彦君） 原発の問題はいつもずっと

このような議論ですので、次に移ります。 

 職員給与の削減、現在、多分労使交渉中なのかわ

かりませんが、職員給与の削減は、私はずっと今ま

でも言ってきましたが、職員の士気にかかわること

でもあって、基本的には極力避けるべきだという個

人的な見解を持っております。と同時に、賃金労働

条件は極めて労使交渉によって決められるものと解

しております。それで一議員としてとやかく言うも

のではないと基本的には思っておりますが、今回の

給与削減に至る国のやり方、人事院勧告制度を無視

するばかりでなく、地方分権やあるいは地域主権と

言いながら、職員給与削減を交付税算定に反映する

というもので、極めて問題が多いと考えております。 

 一方、安倍首相はびっくりすることに２月12日に

経済３団体のトップを首相官邸に招いて、景気回復

のため企業の賃上げ努力をという要請をされていま

す。こんな全く真逆なことを言っていることが本当

に大きな矛盾だと思っております。２月の段階では

全国８割の知事、政令都市の首長が反対を表明され、

マスコミによるとその反対の理由としては、交付税

制度を通じた国の押しつけであるとか、職員給与は

自治体が判断すべきであるとか、既に行革努力をし

てきた、本市でも同じです、それぞれの自治体が努

力をしてきております。その上で４月に全国市長会

として問題ありの国に対する要請や共同声明を発表

されております。 

 当然、市長の考えもこの考え方と同じものと推察

をしておりますが、改めてこのような国の姿勢に対

して市長の見解を伺います。 

○市長（田畑誠一君） 職員給与の削減についてで

あります。 

 今回の給与削減措置は、国家公務員が東日本大震

災の復興財源に充てるために給与をカットしており

ますが、地方公務員についても日本再生に向けて国

と地方が一丸となって努力する必要があるとして、

平成25年度に限って給与削減を要請されたものであ

ります。 

 私としましては、給与削減の要請とはいえ、先ほ

ど中村議員がお述べになりましたとおり、地方の固

有の財源である地方交付税を手段に用いることは地

方自治体の財源自主権をないがしろにするものであ

り、また、地方公務員の給与は人事院勧告に準拠と

いう原則を踏まえ、地方が自主的に決定するもので

あることから、このことに国が介入することは大変

遺憾なことだと思っております。 

 しかしながら、今回の国の要請のやり方は、地方

分権の観点から問題であり、決して納得したわけで

はありませんが、現実に地方交付税が削減されてい

る現状では、住民サービスの低下か職員の給与の削

減かと迫られた中での苦渋の決断をしたところであ
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ります。 

○４番（中村敏彦君） 市長も多分、この全国市長

会の見解どおりでよかったと思います。そういう見

解のようですので。ただ、ＧＤＰの約60％が個人消

費によって支えられております、日本の経済は。そ

ういう意味からすると、企業、事業所が少ない本市

経済への影響はかなり大きいんじゃないかなと推察

されますが、具体的な本市の給与削減については追

加議案が予定されていますので、議案質疑に譲りた

いと思います。 

 ただ、国が示したこの目安、7.8％削減の場合の

人件費縮減額と本市経済への影響とはしっかり検証

されたのかな、特に経済への影響ですね。そこら辺

をお聞きしたいと思います。 

○市長（田畑誠一君） 給与削減の議案につきまし

ては、これから御提案してお願いをするわけであり

ますが、国の要請の考え方というのはラスパイレス

指数を国並みにしてほしいという考え方であります。

その場合と仮定をいたしますと、削減額は約7,000

万円程度になると思っております。 

 また、この地方交付税のカット分については、地

方の防災、減災事業と新しい事業の地域の元気づく

り事業の財源とされており、地域活性化のために使

われることになるのではと考えているところであり

ます。 

○４番（中村敏彦君） ラスパイレス指数を基準に

したときに7,000万円ぐらいの削減になるというこ

とですが、一般的に収入の半分ぐらいが消費生活に

回っているということもありますから、本市経済に

やっぱり3,500万円ぐらい影響するということにな

りますよね。そういう意味ではかなり問題もあると

思うんですが、具体的な議案が出ますので、あとは

議案質疑に譲るとして、先ほど市長も言われました

ように、こんなことがもうさらに続くようではちょ

っと問題が、例えば次年度も、次年度もちゅうこと

にですね、問題があると思いますので、市長の答弁

された思いも含めて、市長会等を通じて今後このよ

うなことのないように、国に強く求めていくちゅう

か、その姿勢が大事だと思いますので、その辺につ

いての市長の見解を聞いて、全ての質問を終わりた

いと思います。 

○市長（田畑誠一君） 今回のこの地方への給与削

減につきましては、さっき中村議員がお述べになら

れましたとおり、地方６団体として一方的だという

ことで強く反発をしてまいりました。ただ、内容と

して今回の措置が東日本大震災を受けた例外的な時

限的な措置であるということを確認をするとともに、

こうした問題の対処に当たっては、国と地方の協議

を十分経ることが必要だと。今後、地方公務員の給

与のあり方について検討の場を設けるべきだと、地

方６団体で十分協議を行うことを内容とする要請書

を４月22日に国に提出したところでございます。 

 さらに、実は６月５日、全国市長会812ございま

すが、全国市長会がございました。その中で、全会

一致で、今後国は、国、地方を通ずる中長期の公務

員の給与、定数のあり方や地方財政のあり方など、

地方にかかわる重要な課題については国と地方の協

議の場における十分な議論を経て決定するべきこと

を強く求めるという決議をしたところであります。 

 こういったことで、今、中村議員がずっとお述べ

になっておられますように、こういった形で、今後

も市長会としても訴えてまいりたいというふうに考

えております。 

○議長（下迫田良信君） 次に、楮山四夫議員の発

言を許します。 

   ［11番楮山四夫君登壇］ 

○11番（楮山四夫君） 私は、通告に従い、大きく

２点について質問いたします。 

 一次産業の高齢化や後継者難により一次産業とし

ては衰退の一途をたどっていると言っても過言では

ないんじゃないかと思います。そうした中、農村の

疲弊が続く今日、何とか農村にも活力を、あるいは

農村地区ばかりでもなくみんなの願いもこの農村に

活力をというのが願いだと思っております。 

 そうした中、先般、鹿児島県の平成25年度の農政

の主要施策が示されたわけでございますが、まず一

つに、県の農村振興に関する施策は本市農村振興と

合致しているのかというようなことで、次の点につ

いてお伺いいたします。 

 まず、快適で魅力ある農村づくりについてですが、
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農村が地域住民はもとより都市住民に対しても魅力

のある場となるよう、人と自然と地域が支え合うみ

んながつくる農村社会を目指して生産基盤や生活環

境基盤を整備するとともに、農村集落内外の多様な

主体と連携した共生・協働の村づくりを推進すると

あるが、本市農村振興をどのように推進されようと

お考えなのかお伺いいたします。 

 あわせて、県営農村振興等総合整備事業について

は、地域のニーズに応じた生産基盤、生活環境、自

然環境の総合的な整備を実施に約10億4,000万円を

本市への、県が予算化しておりますが、本市農業政

策とのかかわりがどのようにかかわっているのか質

問いたしまして、ここでの質問を終わります。 

   ［市長田畑誠一君登壇］ 

○市長（田畑誠一君） 楮山四夫議員の御質問にお

答えいたします。 

 快適で魅力ある農村づくりについてであります。 

 １点目の共生・協働の農村、村づくり運動総合推

進事業についてでありますが、本市では、平成23年

度、24年度において川上地区と生福地区において集

落営農を推進する、みんなで取り組む地域営農支援

推進事業を実施しております。なお、今年度は川南

地区においてほ場整備の計画とあわせ、農地の集約

化や作物の計画的な栽培に取り組むため、地域営農

の仕組みづくり実践事業を実施しております。 

 ２点目のこの県営農村振興総合整備事業につきま

しては、現状では、本市では既にハード面での事業

は完了しておりますので、この事業の本市への該当

はないところであります。 

○11番（楮山四夫君） 答えていただきましたが、

昔は結の精神といいますか、結をしてお互いに農作

業をしてまいったところでございますが、最近は機

械化が進み、あるいはそれぞれのほ場整備の中でも

集落としての共同作業というのが少なくなってまい

っております。そうした中、昔のこのよさをもう１

回取り戻すことはできないのかと。できるものなら

各種の講というのが集落内でありましたが、田植え

が済めば早苗饗、収穫が終われば田の神講、そして

また山の神講とかオナゴ講とか、こういうものを通

じて集落の、さっき市長の回答にもありましたが、

共生・協働の村づくりというのがなされてきておっ

たんじゃないかと思いますが、そこら辺の見直しと、

あるいは再度考えたいという意向を市長はお考えな

のか、お伺いいたします。 

○市長（田畑誠一君） 本市はこれからのまちおこ

し、まちづくりは、やはり行政主導ではなくて、そ

れでは大きな成果を得られない。一番大事なことは、

共生・協働のまちづくりだということで16地区を挙

げてまちづくり協議会を立ち上げていただきまして、

既にいろんな計画を立てられ、もう実践に移してお

られる地域も数地域、複数で見られるようになりま

した。大変ありがたいことであります。 

 今、言われましたとおり、昔は私の田舎ではこの

結のことを「いい」と言いよったです、いいと言わ

んかったですかね、いいをするがということで、親

族、特にこの漁師の集落の場合は、働き手が沖にい

るわけですから、兄弟全部、嫁さん方が一緒になっ

ておじさん、おばさんまで含めて、いとこまで含め

てカライモ植えであっても収穫であっても、今、言

われた結をしてみんな仲よく、みんなで作業をして、

そこに、何といいますか、親族のきずな、家族の愛、

そしてまた地域づくり、そして農業農村の文化とい

うのがあったと思います。 

 大げさに言いますと、農耕民族と言われる日本民

族の歴史というのは、私は、この農家の皆さん方の

こういった相互助け合い、今の言葉でいう結の心と

いうのが私は日本の環境を、そして日本の教育を私

は育んできたものだと思っております。そういった

面で、今、力説なされましたとおり、こういう時代

であればこそ、いま一度そういう形をつくっていく

というのが非常に大事だと、私も全く同感でありま

す。 

○11番（楮山四夫君） さっき例をとって申し上げ

ましたが、各集落で講ということでの飲み食いばか

りでなく、かねての縁をそういう機会のことで隣近

所のつき合い、協働の村づくりができるんじゃない

かと思うわけなんですが、私の集落ではまだ今でも

この三つの講は実施いたしております。そういうこ

とですが、もうほとんどの集落ではこの講がなくな

っていると。 
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 さっき申し上げましたが、田植えが済めば集落で

寄り合って白いシベを竹に刺して終わったことを祝

いながら田んぼに刺している。そういうのが最近ほ

とんどなくなってきております。そのことを先ほど

から市長が言われております共生・協働のまちづく

りの中にそういうものを再度復活するような支援を

考えられないのか、お伺いいたします。 

○市長（田畑誠一君） 総じて、今目指すべきもの、

大切なことはまさに今言われました、先ほどから述

べておられますお互い共生・協働で一緒になって結

の心で頑張っていくんだということが本当に大事だ

と思います。そこで、今、農業農村の集落の中でも、

楮山議員の集落みたいに講も幾つか残っているとこ

ろもあるというお話でありましたが、私どもの地域

でもその延長だと思いますが、青年団活動が続いて

地域保守に中心的役割を果たしております。したが

いまして、農業でいいますとそういった面の掘り起

こしといいますか、新しい形というのが集落営農の

推進じゃないかなと思っております。 

 ただ、言われておられますとおり、町全体、市全

体でそういう気風、風土というのを再度見直し、作

り上げていく必要があると思います。それには、こ

の一般にいう行政の中でも、また教育サイド、ある

いは社会における福祉サイド、あらゆる面からやは

りみんなが、先ほどの原口議員の海の記念日じゃな

いですけど、海の清掃と同じように、そういう思い

をもう一遍見詰め直して新たな緒につくべきだとい

うふに私も考えております。 

○11番（楮山四夫君） 御回答いただきましたが、

もう一つ、県営農村振興等の総合整備事業、これは

先ほど市来の川南地区のほ場整備分については該当

していないということでしたが、だとすれば、川南

のほ場整備が実施されるとすれば、この事業になっ

てくるわけですかね。どうですかね。 

○農政課長（満薗健士郎君） ただいま説明されま

した県営農村振興等総合整備事業と申し上げますの

は、県のほうでは大体10億4,000万円程度の事業費

で確保されておりますが、市長のほうでも説明ござ

いましたように、これまで例えば羽島の住環境整備

事業とか、そういったふうにして基盤整備とあわせ

て農道整備したり、住環境の整備をしたりと、そう

いったメニューの事業でございまして、これにつき

ましてはもう今回までで大体本市のほうは終わって

おるわけですが、川南につきましては、純然たる基

盤整備事業、経営体育成基盤整備といったような考

えが基本でございまして、それを用いての事業とな

りますので、この魅力ある農村づくりというよりも

足腰の強い農業のための基盤整備といったことでご

ざいます。 

 それとあわせまして、ちなみに先ほどの共生・協

働のまちづくりのところでもありましたけれども、

これにあわせて、川南では地域営農の仕組みづくり

事業というのを取り入れておりますが、これについ

てはそういった基盤整備をした上で同時並行でその

農業の集約化、担い手の集積といった面についても

みんなで取り組む地域営農ということを前提に基盤

整備を行っていくということになります。 

 以上です。 

○11番（楮山四夫君） この件については、わかり

ました。 

 次に中山間地域の振興についてということですが、

中山間地域直接支払制度の第３期対策は候補対象と

なる集落が活動を続けられなくなった場合に備えて、

集落外の担い手などに協力を得る動きが増えてきた

ということから、この第３期対策が出てきたという

ことなんですが、そのことは、集落協定の活動の選

択肢を一つ追加したということになっておりますが、

本市の集落協定の実情はどうなのか、お伺いいたし

たいと思います。 

○市長（田畑誠一君） 平成22年度から開始された

第３期対策の一つとして農業生産活動が困難となっ

た農地を維持するために、今言われましたとおり通

常は第２期対策から第３期対策に移行する時点で交

付金単価が８割に削減をされますが、集落内外にと

らわれず、担い手確保をする取り組みを計画した中

山間地域に対しては、従来どおり10割単価とする制

度があります。 

 本市において、この取り組みを取り入れているの

は全20カ所中５団地であります。そのほか10割単価

の要件として地域の実情に即した生産活動の取り組
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みを実施しているのは４団地であります。その他11

団地については、共同活動の基本的な取り組みのみ

の８割の交付金を交付されております。 

 本市でも耕作者を団地内で確保できず、他の地域

の耕作者に依頼する団地もございます。市としまし

ては、昨年度から市内全域で作成しております人・

農地プランにおいて規模を拡大したい農業者の情報

を集約をしておりますので、情報提供をしたり、農

地利用推進員の活用を図ってまいりたいと考えてい

ます。 

○11番（楮山四夫君） 実は、先般私ども議会で、

市民と語る会の荒川地区で出たのが、ある農家の耕

作が２町歩ほど難しくなったということで、地区外

の方々に頼らざるを得なくなったというようなこと

をお伺いしたんですよ。あそこだけは市内でも一番

最初に集落協定等も進められた中で、その集落でそ

んな話が聞けるとは思っておりませんでしたので、

確かに深刻な状況になっているというふうに思った

わけなんですが、そのことは、各地区にも、今５団

地という回答をいただきましたが、他地区にもいろ

いろとそういう状況がもう目の前に来ているんじゃ

ないかという感じがする中で、先ほど申し上げまし

た第３期対策を結んでおけばよかったのになという

ふうに思えてならないんですが、そこについてはい

かがでしょうか。 

○農政課長（満薗健士郎君） 平成22年度から23年

度にかけて移行の時期をやっておったわけでござい

ますが、そのときに今回２期から３期への移行につ

いての要件を各団地のほうにも説明をいたしたとこ

ろでございます。それで、この協定というのが、も

し自分たちの団地の中でつくれない方が出た場合に

は、その団地の中、あるいは団地外の人がつくって

もらうという計画を立てて取り組むという、そうい

う計画をつくれば、10割に交付単価になりますよと

いうことで説明を申し上げたわけでございますけれ

ども、結果として、これらの取り組みについて実際

に取り組む保証がないというか、自信がないという

こともございまして、この要件を新しい団地の協定

に取り入れたのが５地区にとどまったというところ

でございます。 

 この10割単価のこの要件については、大変今後の

地域での取り組みに重要な取り組みですので、何と

か要件として、あるいは皆さん取り組んでいただき

たいということで説明申し上げましたけれども、結

果として５団地ということでございました。 

○11番（楮山四夫君） 今後の対策としては、この

件についてはどのようにお考えですか。 

○農政課長（満薗健士郎君） これにつきましては、

当然五つの団地につきましては、その協定の中の要

件に基づいて活動していただくわけでございますが、

そのほかに、先ほど申し上げましたように農地利用

推進委員あるいは人・農地プランというのがござい

まして、人・農地プランにつきましては、今の団地

も含めて協定を結んでいない団地も含めまして、そ

ういった取り組みを支援する、そういうプランにな

っております。10年後、20年後にそれぞれの団地が

担い手がどうなるのだろうか、土地がどうなるのだ

ろうかというのをみんなで考えていただいて、守る

農地、担い手になってくださる方々をリストアップ

して、そちらのほうに集積を働きかけるといったよ

うなプランの内容でございますので、この10割の要

件に入っていない団地の方々につきましても、それ

ぞれ人・農地プランがございますので、そちらのほ

うで市も一生懸命関与いたしまして、農地利用推進

をしまして、農地がつくり手がいないということが

ないように、一生懸命頑張ってまいりたいと思いま

す。 

 以上です。 

○11番（楮山四夫君） この件については終わりま

す。 

 次に、鳥獣被害対策推進事業のことでございます

が、これについては侵入防止柵の整備、被害等によ

るわな猟免許取得と捕獲技術習得の推進とあります

けれども、本市の狩猟免許取得者はいかほどなのか、

現員をお聞きしたいと思います。また、この現員で

十分とお考えなのか、免許取得者を増やそうという

考え方なのかお伺いいたします。 

○市長（田畑誠一君） 鳥獣被害の対策についてで

ありますけど、本市の有害鳥獣捕獲補助金では１頭

当たりの単価をイノシシが7,000円、タヌキ、アナ
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グマ3,400円、イノシシとシカは一緒です、7,000円

ですね。それから猿２万円、ウサギ1,000円、カラ

ス800円と設定をしております。また、平成25年度

からはそれに加えて国よりイノシシ、シカ、猿に

8,000円、１頭当たりですね。タヌキ、アナグマ

1,000円、カラス、ヒヨドリに200円の補助が始まり

ました。これは３年間の限定で。そういうことで、

本市の狩猟免許の保持者につきましては、銃が26人、

わなが24人、網が１人となっております。今はそう

いう状況であります。 

○11番（楮山四夫君） 今の現員で十分とお考えな

のか、免許取得者を増やさないかんということなの

か、お伺いいたします。 

○市長（田畑誠一君） 有害鳥獣捕獲というのは、

もう農業、農村の方々にとってこれは命であります。

作物によりますけれども、耕して、種をまいて収穫

するまではおおむね半年ぐらいはかかるわけであり

ますから、その結果、農家の方の表現によりますと、

イノシシと半分取りでは、これは採算はとれないわ

けであります。したがいまして、狩猟免許の保持者

の方々というのは、農業農村を守るという立場から、

私はこれはもっともっと必要だと思いますし、そう

いった意味で、後継者対策についても非常に心配を

しているところであります。 

 ただ、そういった中で有害鳥獣を捕獲するという

意味で、県としてはいわゆる後継者対策の一環と言

えばいいでしょうか、で免許取得に対して5,000円

の補助を今しております。この点は大いに活用して

いただきたいなと思っております。 

○11番（楮山四夫君） 今の免許取得者の人数もお

聞きしましたが、昔からすると３分の１ぐらいの人

数になっているんじゃないかなと思っております。

そうした中で、この対策が後手後手に回らないよう

な免許取得者の講習会等も開くべきじゃないかと思

うわけで、県が示している対策事業は、そういうた

めの技術講習、技術取得、免許についてのこういう

講習会に対しての支援をしていこうという県の予算

化じゃないかなと思っておるんですが、もし市がこ

の講習会等を開いた場合に、県のこういう予算を使

えるのか、そこはどうですか、お伺いいたします。 

○農政課長（満薗健士郎君） 今回の県の予算、３

億3,000万円余りございますけれども、これにつき

ましては先ほど市長が答弁しましたけれども、鳥獣

害被害が増えるということで、わなによる捕獲を進

めたいということがありまして、わな免許を取られ

る方、あるいは更新される方について県のほうで講

習があるわけですが、その講習について大体１万円

ぐらいお金がかかります。それの半額、5,000円を

補助したいということがありまして、これについて

本市のほうでも捕獲者を確保したいという思いから、

猟友会の皆さんにもお呼びかけしますし、それから

広報等を通じても呼びかけをしてきているところで

ございます。 

 講習会等につきましては、県のほうに問い合わせ

ないとこの場でちょっと言えないですけれども、実

は鹿児島県の地域振興局のほうには、この鳥獣害対

策を推進するために、昨年度から専門員を設置いた

しております。それで、それらの費用についてもこ

ちらのほうから出ていっているのではないかと思い

ますが、それらの方々を呼んでお話を聞いたり、そ

ういう取り組みはしてまいりたいというふうに考え

ております。 

○11番（楮山四夫君） この件については終わりま

すが、もう一つ、中山間のふるさと水と土保全対策

事業はもう本市でも定着してきているというような

ことで先ほどもございましたが、この実施状況、あ

るいは課題、問題点というのがあるのか、お伺いい

たしたいと思います。 

○農政課長（満薗健士郎君） 農地・水・環境保全

の取り組みについてでございますが、これにつきま

しては中山間の取り組みと似たような取り組みでご

ざいまして、共同作業等を行うことについて市の補

助もあわせて助成金を出している状況でございます。

これにつきましては一昨年度から向上活動支援事業

というのが別途ございまして、共同活動のほかに農

道、水路等の老朽化したものを長寿命化するための

取り組みというのについて別途支援をするという活

動がございまして、これについて共同活動以外の向

上活動についてたくさん参加をしてくださいという

ことで、団地のほうに呼びかけをしてきているとこ



 
- 29 - 

ろでございます。 

 現在13団地がございますが、その中で今、四つほ

ど、当初は二つほどの向上活動の参加状況でしたけ

れども、今は四つ、それで今、話が進んでいるのが

もう一つございますので、そういったことで共同活

動のほかに向上活動も取り入れていただくようにこ

ちらも一生懸命支援しているところでございます。 

 以上です。 

○議長（下迫田良信君） 楮山議員、質問の途中で

すが、ここで、昼食のため、休憩いたします。 

             休憩 午前11時59分 

             ───────── 

             再開 午後１時10分 

○議長（下迫田良信君） 休憩前に引き続き、会議

を開きます。 

○11番（楮山四夫君） 次に、環境との調和に配慮

した産地づくり等に関する施策についてお伺いいた

します。 

 良質堆肥を用いた健全な土づくりと、化学肥料、

化学合成農薬の使用低減を促進するため、天敵昆虫

等を利用する生物的防除を中心とした総合的病害虫、

雑草管理技術の普及に重点的に取り組むとともに、

エコファーマーや有機農業者などを育成、支援する

とありますが、市長はこの見解をいかがお考えかお

伺いいたします。 

○市長（田畑誠一君） 環境との調和に配慮した産

地づくりに関する施策であります。 

 本市には県の認定するエコファーマーが５名おら

れます。また、有機ＪＡＳ認定を受けている農家は

１名おられます。環境保全型農業直接支援交付金の

対象者は平成23年度は３名、24年度は４名おられま

す。 

 有機農業の推進についてでありますが、有機農業

にはさまざまな方法があります。今後、県や関係機

関と実証を進めながら、環境に負荷をかけない農業

を検討してまいりたいと考えております。 

○11番（楮山四夫君） 今、エコファーマーが５名

ということでしたが、県が、県内に今、4,659名い

らっしゃるということですが、それからすると、う

ちの本市の場合は少ないなという感じがしていると

ころです。 

 それと、天敵昆虫などを利用する生物的防除、こ

こらについての考え方はいかがでしょうか。 

○農政課長（満薗健士郎君） 天敵等を利用した害

虫駆除対策というのがございますけれども、これは

ＩＰＭと略称は呼ばれているものでございまして、

天敵になる虫を、害虫の天敵となる虫を意図的に導

入して害虫駆除、それから雑草管理等を行うという

ということでございまして、これについても県が推

進をしておりまして、環境に優しい、あるいは自然

の生態系を乱さない範囲での作物の栽培ということ

で、本市におきましては市来地域のほうでイチゴ栽

培農家のほうが先進的な取り組みということで、県

のほうもいろいろ支援をしながら進めている状況で

ございます。 

○11番（楮山四夫君） 非常に、この天敵を利用す

るというのは一般的には認知度が低いわけなんです

が、これらを市が展示圃なり、あるいはこういうも

ので試験圃でもつくってというような考え方はござ

いませんか。 

○農政課長（満薗健士郎君） これにつきましては、

生産者、それから市民の方への啓発ということでご

ざいますけれども、本市のほうといたしましては、

年２回、安心・安全な野菜づくり講習会というのを

実施いたしております。農家の方、あるいは農作物

をつくってみたいという方々に対しまして、専門的

な技術指導を県の職員等の講習をお願いしまして実

施しているわけでございますが、その中で、堆肥を

使った作物栽培、あるいは害虫の駆除方法等につい

て、いろいろ講習をその中でいたしておりますので、

病害虫の駆除方法の中で、このＩＰＭというのにつ

いても県のほうの専門の職員が毎回参りますので、

そのほうに説明等をお願いして啓発を行ってまいり

たいと思います。 

○11番（楮山四夫君） ぜひですね、そういうこと

も試みていただきたいなと思うところです。 

 次に、環境保全型農業の直接支援対策事業につい

てですが、この環境保全型というのが、化学肥料に

しても農薬にしても５割以上の低減を図るべきだと

いうようなことから、この環境保全型の農業が言わ
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れているわけなんですが、最近、消費者の口も肥え

てきたし、非常に勉強もしていらっしゃいます。そ

ういうことから、我が町はやっぱりこの環境保全型

農業の生産をしていこうと、そうしようじゃないか

というような考え方はございませんですか。 

○農政課長（満薗健士郎君） 環境保全型農業の推

進につきましては、昨年から国のほうも直接支払い

の交付金ということで、市を通して4,000円、それ

から国のほうから直接4,000円、１反当りですけど

8,000円のお金を交付するということで、この環境

保全型農業の推進を図っているところでございます。 

 それで私どもといたしましても、この農薬を低減、

化学肥料を低減した栽培方法については、今、市内

のほうではゴマの有機栽培、それからポンカン等の

栽培、それから水稲のことについて取り組んでいる

方がいらっしゃいますので、これらの方の支援はも

ちろんのこと、こういう制度がありますので取り組

んでくださいということで周知を図ってまいりたい

と思います。 

○11番（楮山四夫君） 今回、環境保全型農業の研

修会が南さつま市で開催されるということですが、

ここらについて、農政として、こういう事業にも参

加して勉強してみたいなと、今この研修先は現地視

察は近方のゴマ生産組合となっておりますが、おわ

かりですかね。 

○農政課長（満薗健士郎君） ただいま議員の述べ

られました南さつま市でのゴマ栽培の取り組みとい

うのが、エコファーマーの取り組みとしてやられて

いるわけでございますが、これにつきまして、南さ

つま市のほうで行っている皆様が組合を組織いたし

まして、ゴマの生産、それから出荷について取りま

とめをしていらっしゃいますので。実は本市で今ゴ

マの栽培をされていて、エコファーマー、有機栽培

をされている方々につきましても、そちらのほうへ

の取りまとめ出荷という形をとっておりますので、

これについても開催されます南さつま市のほうにま

た出向きまして、講習を受けてまいりたいと考えて

おります。 

○11番（楮山四夫君） 環境保全型農業の中で特に

市が今実施しております堆肥に対する助成をやって

おりますが、この堆肥に対する助成の利用者、ある

いは啓発、ここらがもっと足りないんじゃないかと

思いますけれども、いかがですかね。 

○市長（田畑誠一君） 今、御意見ございましたと

おり、本市で市内で生産された堆肥を使用された農

業者に対する助成を実施しております。 

 実績としましては、平成23年度は24件、金額にし

て12万2,600円、24年度は10件で10万2,600円であり

ます。引き続き広報紙や巡回指導により、今啓発を

すべきだというお話をされましたが、利用促進につ

なげていきたいなというふうに考えております。 

○11番（楮山四夫君） 実はこの件なんですが、う

ちの近くの人が鶏糞を他の地区から取り寄せてやっ

ているというような話で、地元のを利用すれば補助

金も受けられたのにと言ったら、単純に価格だけで

比較してよその地区から取り入れて使っているとい

うことでしたので、こうなるとやっぱりＰＲ、啓発

が足らんのだなと思いましたので、ぜひ市としても、

こういう堆肥に対する助成事業をやっているんだと

いうことを広く知らしめる必要があるんじゃないか

と思いますので、ぜひそういうことで要請いたして

おきたいと思います。 

 この件の最後に、畜産環境総合整備事業というの

がございますが、家畜の排せつ物の堆肥化処理施設

等の整備についての我が市で動きがあるのかお伺い

いたします。 

○農政課長（満薗健士郎君） 家畜の排せつ物の堆

肥処理化施設の整備ということでございますけれど

も、現在、本市にはＪＡが設置した荒川の法営畜産

の排せつ物の堆肥処理場がございますけれども、こ

ちらのほうの運営がございますけども、新たに家畜

の排せつ物についての堆肥化処理の施設を整備をし

たいという話については現在ございません。 

○11番（楮山四夫君） 堆肥化農家と畜産農家と、

あるいは果樹農家なり、あるいは園芸農家、ここら

辺を結びつけるような、そういう手助けというか、

そういうこともやっていく必要があるんじゃないか

と。堆肥をそのまま製造しなくても自分のうちの堆

肥を切り返すことにおいて良質の堆肥ができると思

いますので、そういうことで農家同士のあっせんと
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いうか、そういうものも心がけていただきたいなと

思うところです。 

 農業の問題については終わります。 

 次に教育の関係でございますが、市内の幼稚園の

保育料金について、相当の格差があるんじゃないか

ということでございますが、この実態はどうなのか

お伺いいたしたいと思います。 

○市長（田畑誠一君） 市内の公立幼稚園と、それ

から私立といいますか、の保育園費というのに格差

があるんじゃないかというお尋ねであります。 

 市内には二つの公立幼稚園、旭と市来がございま

す。それと三つの私立幼稚園が串木野、友愛、神村

学園とあります。公立幼稚園の保育料は２園とも１

カ月5,700円です。私立幼稚園は１カ月平均で２万

4,200円程度となります。これが直接保護者から支

払う、その後補助があるわけですけども、一応直接、

最初の段階で保護者が払われるのはこういう状況で

す。 

○11番（楮山四夫君） 初めてお伺いして、相当の

開きがあるんだなと本当に感じます。5,700円と２

万4,200円ということですので。私立の場合は若干

この時間外の保育等も含めてのことだろうし、また

バス等の利用料金も入っているんじゃないかなとは

思うんですけども、それにしてもやっぱりこれだけ

開きがあればという感じがいたしておるところです。

二つの公立幼稚園の経営の実態をお伺いいたしたい

と思います。 

○市長（田畑誠一君） 公立の幼稚園の経営の実態

でありますけども、公立の幼稚園の職員数、経営に

ついてであります。両幼稚園とも小学校長、教頭を

兼務している園長、副園長がおり、幼稚園経営を進

めています。学級編成は旭幼稚園は２クラス編成で

教諭は２名、園児は27名です。市来幼稚園は４クラ

ス編成で教諭が５名、園児は62名です。また、旭幼

稚園は２名、市来幼稚園は１名の臨時職員がおり、

保育の補助に当たっております。両園とも特色ある

保育活動を実践し、成果を上げております。また教

職員は、市幼稚園教育研修会や幼稚園と小学校の合

同研修などを進めて、幼稚園教育の充実に取り組ん

でいくところであります。 

○11番（楮山四夫君） これだけの職員での経営と

なるとですね、先ほどの月謝というか、保育料金か

らすればとても経営が成り立つはずはないと。あと

相当の補助金なり、一般会計あるいは教育関係から

の支援がない限り経営そのものが成り立っていくの

かという感じがするわけなんですが、そこらはいか

がですか。 

○市長（田畑誠一君） 先ほど経営の状況を申し上

げましたが、今後私立と全く同じ保育料というのは

難しい面もあるかもしれませんが、全国の公立幼稚

園の平均的な保育料というのは6,300円であります。

全国平均はですね。本市は1,000円安いということ

になります。したがいまして、今後国の動向等も見

ながら保育料の改定というのも検討してまいりたい

と考えております。 

○11番（楮山四夫君） 私がこの質問をしたという

のは、公立幼稚園が民間幼稚園の経営を圧迫してい

るんじゃないかという話からのことなんです。とい

うのは、保育園と違って最近子供たちも少なくなる

中、やっぱり園児を入園させたいんだけども、これ

だけの開きがあれば公立幼稚園にはとても及ばない

ので民間のほうに来る人が少なくなっていると、こ

こらからの考えなんですよね。ですので、何とかこ

こら辺を是正していくような考え方はないのかお伺

いいたします。 

○市長（田畑誠一君） 先ほど、公立幼稚園の保育

料は5,700円、それから私立幼稚園は２万4,200円と

申し上げました。これは大変な格差があります。だ

から、今お尋ねのこの格差が私立幼稚園の経営を圧

迫しているんではなかろうかという御懸念でありま

す。 

 先ほど5,700円と２万4,200円、この差を申し上げ

ましたが、実は１年間の保育料で言いますと、公立

幼稚園は６万8,400円、私立の幼稚園は３園の平均

が29万400円、その差は22万2,000円となります。し

たがいまして、このような保育料の負担であります

ので、幼稚園に対しては保護者の所得状況に応じて

経済的負担の軽減を図るとともに、公立、私立幼稚

園間の保護者負担の格差の是正を図るために、国庫

補助事業の幼稚園就園奨励費補助事業を実施してお
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ります。 

 この事業は幼稚園に就園させている第一子、第二

子、第三子に対して、それぞれ補助金を交付するも

のであります。補助対象と補助率は、私立幼稚園の

ほうが公立幼稚園よりも大きく、そうですね、負担

が多いわけですから大きく、第二子、第三子となる

につれ補助金額も増え、公立幼稚園との差が少なく

なってまいります。第二子、第三子になりますとで

すね。さらに私立幼稚園対象の県補助事業である多

子世帯保育料等軽減事業を実施し、保護者の経済的

負担の軽減を図っております。 

 市はこれらの補助事業の市負担分を予算化、補助

している状況であります。そういう努力をしており

ます。 

○11番（楮山四夫君） 今、政府は、来年度から幼

稚園等についての保育料を無料化しようというよう

な話も出ておるわけなんですが、非常に今現在が大

変だということなんですよね。そこらを今おっしゃ

ったような、政府からの補助もあるということなん

ですが、やっぱり同じ、一緒に幼稚園に行かせる親

にとってもここらの格差をできるだけ縮められるよ

うな努力をしていただきたいということを要請いた

しておきます。 

 ただですね、一つお伺いしたいのが、旭幼稚園の

ことなんですが、昭和50年前後と伺いますけれども、

旭幼稚園が学校に併設されるときに、旭幼稚園につ

いては地元の子供たちしか入れないんですよという

ような協議がされたんだというようなことが言われ

ておるわけですが、これは事実として受け取られて

いらっしゃいますか。どうですかね。 

○教育長（山下卓朗君） 旭幼稚園は、議員が言わ

れるように昭和45年に設立されて、現在園児は市全

域から通園をしております。旭校区からは５名、全

児童27名のうち５名、就園をしております。 

 旭幼稚園につきましては合併前の平成16年10月26

日にいただいた私立幼稚園協会名の陳情書の中に、

幼稚園については昭和45年に市に移管したいと申し

出があり、その折、旭校区外からは入園させないと

の取り決めがなされた経緯があると申し出がありま

した。このことにつきまして、当時旭地区公民館、

それからＰＴＡなどの関係者に事情を聴取をいたし

ましたところ、そのような事実、また文書を取り交

わしたことはないとのことで、その時点で私立幼稚

園協会には説明をいたしました。これは当時、私も

う教育長でしたので、はっきりと覚えております。 

 旭幼稚園は現在、恵まれた環境の中でのびのびと

した教育を行っており、小学校と連携した保育など

が充実するなど、旭幼稚園への入園を希望する保護

者もいることから、旭地区以外からも入園を認めて

いると、このような状況であります。 

○11番（楮山四夫君） 今、私も伺う中で、書面の

取り交わしはなかったと、ないけれどもそういう事

実はあったんだというようなお考えなんですよね。

だとすれば、こうしてお互いに経営が厳しくなって

きた以上は、そこら辺、もっと私立幼稚園との話も

しながら、どちらも立てるような状況に、経営が成

り立っていくような話し合いを今後進めてもらいた

いということを要請して、幼稚園については終わり

ます。 

 次に、生冠中学校校庭の排水工事は年次計画に入

っているのかということでお伺いいたします。 

○市長（田畑誠一君） 生冠中学校校庭の排水工事

についてであります。 

 本市は御案内のとおり学校施設整備対策としまし

て、阪神・淡路大震災や東日本大震災の未曾有の災

害を教訓とした、児童、生徒の安心・安全な学校環

境整備を最優先に進めてきているところであります。

たしか前年度までで７億2,500万と記憶しておりま

すが、大規模改修と耐震工事費がですね。今年度は

冠岳小学校体育館及び川上小学校校舎の耐震補強工

事、大規模改修工事を予定をしているところであり

ます。これで本市の耐震化率は今年度末で87.69％

となる見込みであります。残りの８棟について、耐

震補強工事及び大規模改修工事を平成28年度までに

完了をする予定であります。 

 耐震補強工事が終了しますと、次に外壁、天井、

照明等々、非構造部材の耐震化といった新たな課題

も発生をしてまいります。小中学校の校庭の排水対

策については、耐震補強工事及び非構造部材の耐震

化を見きわめた上で、市全体の学校を計画的に整備
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をしていきたいと考えております。 

○11番（楮山四夫君） この件については、私もも

う言いたくないというくらい言ってきたつもりなん

ですが、今の市長の回答は、耐震工事が優先される、

こういうなことでございますが、わからないではな

いですよ、耐震工事が優先されるということはわか

らないじゃないんだけども、そこで学ぶ子供たちの

側に立って考えると余りにも市内の子供たちに格差

が、ハンディがあり過ぎるんじゃないかと。あわせ

て生冠中学校の場合は体育館まで濡れていかんと、

渡り廊下がないと、こういうような状況もあるわけ

なんですよ。そういうような中で、父兄にとっても

子供たちにとっても、これは長年の念願でございま

すので、今回は市長はいい回答をいただけるかなと、

年次計画にいつごろになっているんだよというよう

なお答えをいただけたらと思いますが、いかがでし

ょうか。 

○市長（田畑誠一君） 学校で学ぶ子供たちの環境

整備ということで、朝晩に活用する、利用する運動

場の整備ということは大事だということはよくわか

ります。また、他方ですね、安全・安心を守るため

の耐震工事というのも必要であると。これは待った

なしであります。したがいまして、かなりの事業費

を充てながら、さっきたしか去年まで７億2,500万

と僕は覚えてますが、工事を進めております。これ

が済んだといったら今度は非構造部材の耐震化とい

う課題も発生をしておりますが、今申されましたと

おり、ほかの中学校でもまだ悪いとこもあると思い

ますけども、同じようなところもあると思いますが、

小中学校。ただ生冠中の場合もこういう状況にある

ということは私も体育祭に行って承知をしておりま

す。ですから、したがいまして、こういう今、耐震

工事とか非構造部材の耐震化とか、今申し上げまし

たが、こういったことを考慮しながら、できるだけ

早い機会に工事にかかりたいというふうに考えてお

ります。 

○11番（楮山四夫君） 具体的な御回答をいただけ

なかったのは残念なんですが、いずれにいたしまし

ても、今の中での優先順位をぜひ上げていただいて、

一日も早い排水工事ができることを御期待申し上げ

て私の質問を終わります。 

○議長（下迫田良信君） 次に、西中間義德議員の

発言を許します。 

   ［２番西中間義德君登壇］ 

○２番（西中間義德君） 皆さん、こんにちは。通

告に従い質問をさせていただきます。 

 がんは我が国において昭和56年から死因の第１位

で、現在では年間30万人以上の方が亡くなられてお

ります。また生涯のうちにがんにかかる可能性は、

男性の２人に１人、女性の３人に１人と推測されて

います。 

 日本人のがん罹患者数が、男性の１位は胃がん、

２位は肺がん、３位は前立腺がんです。女性の１位

は乳がん、２位は胃がん、３位は結腸がんの順であ

ります。男性、女性ともに胃がんが上位であります。 

 これまで医師として40年間にわたって胃がんの診

療を手がけてこられた北海道大学の浅香正博教授は、

その結論として、治療より予防だと言われています。

例えば、胃がんが発症してから治療するよりも、諸

悪の元凶であるピロリ菌そのものを根絶して予防医

療に努めたほうが効率においてはるかにまさると指

摘されています。 

 胃がんを発症する人は毎年11万人に上り、死亡者

数は約５万人です。団塊の世代が胃がんを発症しや

すい60歳以上となっていることからも、今後も死亡

者数と治療費は上昇傾向にあると言われております。 

 本市の国民健康保険を使っての医療費は県内でも

１位、２位であります。どう１人当たりの治療費を

下げるか、大きな課題となっています。 

 いちき串木野市健康増進計画では、みんな笑顔で

元気な町を目指して、がんの検診の目標を定めてい

ます。 

 平成23年度がん検診の実績では、胃がん31.3％、

肺がん44.6％、大腸がん46.9％、子宮がん40.7％、

乳がんが49.1％となっております。そして平成28年

度目標値として、例えば胃がんは48％以上としてお

ります。このがん検診率の目標をどう達成していか

れるかをお伺いし、壇上からの質問といたします。 

   ［市長田畑誠一君登壇］ 

○市長（田畑誠一君） 西中間義德議員の御質問に
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お答えいたします。 

 県は、胃がんと大腸がん検診の受診率については、

平成24年度までに30％以上との目標を定めています。

平成23年度の県平均受診率は、胃がん検診14.7％、

大腸がん検診19.9％となっています。 

 本市は胃がん検診率が30.7％、大腸がん検診が

46.5％であり、県平均を上回っております。なお、

平成25年３月に改定された、県がん対策推進計画に

おいては、平成29年度時点での目標受診率を、胃が

ん、大腸がんのいずれも40％以上としております。 

 本市の今後の受診率向上対策としましては、引き

続き検診申込者に対して個人通知を行うとともに、

検診日程などについて広報紙への掲載や防災無線で

の周知を行うとともに、検診が受けやすいように地

区ごとに検診日の設定や、土曜日等の休日検診を行

ってまいります。また今年度から胃がん検診と大腸

がん検診を同日に行うこととしており、平成26年度

以降については、これ以外のがん検診、例えば肺が

ん、乳がんなどですね、との同日複合検診の実施な

ど、市民の皆さんの利便性を図り、さらなる検診率

のアップにつなげてまいりたいと考えております。 

○２番（西中間義德君） 検診率を高めていくとい

うことは本当に大事だというふうに思っております。 

 今年の４月に私に送られてきた、がん検診を受け

ましょうということでは、この平成28年度目標とし

ては、胃がんの場合が48％以上という目標値を掲げ

てあります。また、平成23年度がん検診率受診一覧

ということで鹿児島県が出した数字では、確かに本

市の場合は、調べてみると、胃がんが30.7％、仮に

隣の日置市の場合は20.6％、川内が17.4％というこ

とで、非常に数字的に見ればいいかなと思っており

ます。 

 大腸がんについては、本当にあともう少しで50％

という目標を超えると。そういう意味では他市に比

べては、がん検診率については非常に貢献している

ということは思っておりますけれども、しかし、先

ほども言いましたように医療費が一番高いというよ

うな状況もありますので、このがん検診を高めて、

早目の予防という形をして医療費を下げるというこ

とも大事であるというふうに思います。 

 今日は特に胃がんについて質問をしてみたいと思

いますけれども、胃がんが30％というふうに非常に

少ないというのは、やはりバリウムを飲んでの検査

だから非常に悪いのではないかというふうに思って

おります。地域によっては胃がん検診というのは

７％というのもありましたので、このバリウムを飲

むことについての負担が大きいということだと思っ

ております。 

 先ほども言いましたけども、胃がんで亡くなられ

るのは全国で毎年５万人と言われております。その

大きな原因がヘリコバクターピロリと、通称ピロリ

菌と言われております。このピロリ菌を除去する薬

の保険適用の範囲が、今年の２月から、慢性胃潰瘍

から慢性胃炎まで拡大をされました。除菌ができれ

ば再感染のおそれがないと言われており、胃がん予

防が大きく前進すると期待をされております。 

 日本人のピロリ菌感染数が3,500万人にも上ると

言われております。しかし、これまで胃潰瘍など症

状が進行するまで除菌薬に保険適用されず、慢性胃

炎の患者は除菌へ数万円の費用がかかっていました。

それが今回、呼気検査などでピロリ菌感染が確認さ

れ、内視鏡で胃炎だとわかれば、保険を使って除菌

薬を服用することができるようになりました。費用

も窓口での支払いが３割の人の場合、6,000円ぐら

いで済むことになったと言われております。 

 ピロリ菌研究をされてきた北海道大学の浅香教授

は、将来的に胃がん撲滅につながる画期的な決定だ

と、そういうふうに言われておりますけれども、市

長に胃がんの大きな原因がピロリ菌であることの認

識を伺います。 

○市長（田畑誠一君） ピロリ菌の除菌による胃が

んの予防の認識というお尋ねであります。 

 疫学的な検討では、ピロリ菌と胃がんには関係が

あることがわかっており、ピロリ菌陽性者は陰性者

の６倍から22倍の頻度でがんを発症すると言われて

おります。胃がん患者の90％以上はピロリ菌陽性者

であります。1994年には、世界保健機構は胃がんの

確実性因子であると認識していることなどを踏まえ

ますと、ピロリ菌除菌による胃がんになるリスクが

軽減できるものと言えると思います。 
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 ただ、日本では50歳以上の７割から８割の方はピ

ロリ菌に罹患していると言われ、その数は6,000万

人とも言われております。このうち、胃がんと診断

された方は約25万人で、率で言いますと0.5％以下

ということになろうかと思います。ピロリ菌陽性者、

イコール、胃がん発症、ではなく、多くの方々は潰

瘍や胃がんを引き起こす前段である慢性胃炎の状態

で一生を終えられるものではと認識をしております。 

 なお、ピロリ菌の除菌治療を行った方は胃がんに

なるリスクが軽減されたということであり、胃がん

検診を受診しなくても構わないということではもち

ろんありません。定期的な検診を引き続きお願いし

たいと考えております。 

○２番（西中間義德君） このピロリ菌というのは、

衛生上、非常に悪かった世代が、井戸水とか、そう

いうのでなったと。私たちの世代以上は恐らくピロ

リ菌を持っている世代だというふうに思いますけれ

ども。今、市長がおっしゃったように胃がんの原因

がピロリ菌であると、そういうふうに認識はあると

いうことでありますので、このピロリ菌と胃がんの

関係がわかれば、市民の健康をどう守るかというこ

とで、ピロリ菌検査を導入するかだと思いますけど

も、全国の中では既に取り組んでいる自治体があり

ます。今、紹介してみたいと思います。ぜひ参考に

して、実施に向けていってほしいと思いますが。 

 大阪の茨木市では40歳から65歳までの５歳ごとの

方を対象に、個人負担400円で行っております。佐

賀県の嬉野市では5,000円を限度に助成を行ってお

ります。対象は49歳から29歳です。１人8,000円か

かるとして、3,000円が自己負担ということであり

ます。長野県の飯島町では、ピロリ菌検査を2007年

から助成していて、対象者6,400人のうち1,498人が

これまで検査を受けましたと。そのうちの491人、

33％の方にピロリ菌が見つかったと。ここの検査は

尿素呼気試験と血液検査の２種類で、合計5,000円

のうち町が3,500円を補助をし、自己負担が1,500円

ということです。 

 先ほど市長は、今年は胃がんと大腸がんの検診を

同時に行うんだというふうにおっしゃいましたけど、

大腸がん検診の項目の中で、便を使ってピロリ菌検

査もできるというふうに言われております。胃がん

を発症するピロリ菌と、大腸がん検診の便を使って

の検査ができれば、一石二鳥であるというふうに思

っておりますけれども、ピロリ菌検査の項目を加え

る考えはないか伺います。 

○市長（田畑誠一君） ピロリ菌の罹患者は50歳以

上で７割から８割おられます。ピロリ菌検査を実施

しても、ほとんどの方は陽性となることが予想され

ます。 

 従前は、ピロリ菌の除菌については、胃潰瘍、十

二指腸潰瘍等の方のみが保険適用で除菌をすること

ができましたが、今年の２月22日から、ヘリコバク

ターピロリ感染胃炎も保険適用となりました。かね

日ごろから胃の調子の悪い方、慢性胃炎の方とかは、

医療機関でピロリ菌検査と胃内視鏡検査の結果、ヘ

リコバクターピロリ菌感染胃炎と診断をされれば、

保険適用での除菌治療ができるようになります。 

 したがいまして、本市としてはこういった方法を、

広報等を通じて、慢性胃炎の方々にも保険適用での

ピロリ菌検査や除菌治療ができるようになったこと

などを、これからやはり周知してまいりたいという

ふうに考えております。 

○２番（西中間義德君） 大腸がん検診の便検査の

ときにピロリ菌検査ができないかどうか、そのこと

を確認したところです。もう１回お願いします。 

○健康増進課長（所崎重夫君） 大腸がん検診のと

きに便中検査でピロリ菌検査が一緒にセットでやれ

ないのかということだと思いますけども、やはり先

ほども市長が答弁しましたとおり、恐らく50歳以上

の方になると、ほとんど７割以上がピロリ菌を持っ

ていらっしゃるということで、検査をしても、ほと

んどが陽性になってくるんではなかろうかというふ

うに考えております。またピロリ菌を持っていらっ

しゃっても全てがそういうがんになるというわけで

もありませんので。ほとんどが胃炎にもならなくて

元気な方もいらっしゃいますし、前段の慢性胃炎の

方、そういう方々等もいらっしゃるかと思いますの

で、できたら先ほど市長の答弁がありましたとおり、

保険適用で除菌までできるということになりました

ので、ちょっと胃に不具合というか、日ごろ、かね
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て胃の調子が悪いなという方は、ぜひ早期に医療機

関のほうに診察に行かれて、ピロリ菌もある、胃炎

もあるということであれば、保険適用での除菌をし

ていただけたら幸いかなというふうに思っていると

ころです。 

○２番（西中間義德君） 慢性胃炎までピロリ菌除

菌の保険適用が拡大をされたと。先ほどから言うよ

うに胃がんの原因であるピロリ菌そのものを、いる

かどうかの確認ということと、いれば除菌をしてい

くということが大事だというふうに思います。 

 2012年、去年の改正された国のがん対策基本計画

の中に、胃がんと関連するヘリコバクターピロリと

いう、そういうふうに具体的に文言が盛り込まれて

いるというふうに思います。先ほど私は大腸がん検

診のときにピロリ菌検査ができれば一石二鳥だとい

うふうに思いますけども、先ほども紹介したように、

いろんな自治体でピロリ菌検査についての助成が始

まっております。ピロリ菌検査については、インタ

ーネットで調べても高い、安い、いっぱいあります

けれども、大まかに見れば、尿素呼気検査、血液検

査、大腸がん検診のときに調べる方法と、そういう

ふうにあるんですけども、大腸がん検診としないと、

項目に入れないというのであれば、この検査を受け

ることに対してに助成ができないか伺います。 

○健康増進課長（所崎重夫君） ピロリ菌検査、先

ほども言われたように血液検査でもありますし、呼

気からの検査、便中検査、いろいろあるわけなんで

すけども、それについて何がしかの補助ができない

かということだと思いますけども、先ほど言いまし

たとおり、保険でピロリ菌の除菌をするとなった場

合、今のところそこの医療機関においては、まず胃

カメラをのんでいただいて、胃のほうに胃炎がある

とか潰瘍があるか、そういう所見を出してもらって、

その後ピロリ菌検査をしてもらって、カメラをのん

でいただくということと、ピロリ菌のいるかいない

かの検査、この二つがセットで検査をして、それで

保険適用ができるということになりますので、先に

ピロリ菌検査をしていても、やはり医療機関におい

ては、再度ピロリ菌検査をしていくということにな

れば、最初のピロリ菌検査のほうが若干重複すると

いうか、そういう格好になっていくんじゃないかと

いうふうに考えますので、今のところにつきまして

は、ちょっと胃の調子が悪い方は、医療機関での検

査と除菌のほうをお願いしたいというふうに考えて

おります。 

 以上です。 

○２番（西中間義德君） しないということなので、

これ以上質問をしても先に進まないと思いますが、

いずれにしてもピロリ菌検査というのは今後大事に

なってくるというふうに思います。 

 検査の中で、大人の対応と、話だけという形にな

るかもしれませんけれども。若い方のピロリ菌の感

染率というのは５％だというふうに言われておりま

す。先ほど紹介した長野県の飯島町では、二十歳の

成人式のときにピロリ菌検査を行っていると、検査

の方法は呼気検査ということで、100人程度の成人

者に対して呼気検査を行っているということがあり

ました。その費用については全額、町が負担をして

いるということでした。 

 検査はしないということですので、言っても同じ

ですけども、私は、仮にするとして、成人式でする

というよりは中学校を卒業するときに、こういうピ

ロリ菌検査をしたほうがいいのではないかと、成人

式の状況を見たときに、いいのではないかと思いま

すので、中学生とか若い世代のときにしっかりとピ

ロリ菌検査をして除菌ができれば、生涯にわたって

胃がんになるという可能性が少ないわけですので、

ぜひそのことも検討をしていただきたいというふう

に思います。 

 次の質問に移ります。 

 次に風疹の流行について伺います。 

 東京都を中心に流行が懸念されていましたけれど

も、鹿児島県でも６月６日現在で236人の患者が出

ております。そのうち201人が隣の川薩保健所管内

です。実に患者の85％が川薩保健所管内ということ

は、我が市にとっては緊急事態であるというふうに

思います。 

 私が調べたときに、５月の段階では県が185人で

した。それからプラス51人になっている。川薩の保

健所内では159人でした。それがプラス42名になっ
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ております。伊集院保健所に聞いたら５人というこ

とで、これは変わりませんでした。 

 本市から薩摩川内市まで通勤される方も数多くお

られると思います。また商業などの交流も大きくあ

るわけで、市長はこの風疹の流行をどう感じられて

いるか伺います。 

○市長（田畑誠一君） 風疹の流行につきまして、

今るる状況をお述べになられました。 

 全国的に風疹が非常に流行しているということで、

本県においても今年の６月６日時点で、累計236名

となっております。男女別で見ますと、男性が172

名の72.9％、女性が64名の27.1％となっております。

特に保健所別で見ますと、さっきお述べになられま

したとおり、川薩保健所が201名の85.2％、本市を

管轄する伊集院保健所は５名、2.1％となっており

ます。川薩保健所管内である薩摩川内市、さつま町

での流行が突出している状況であります。 

 なお、本市の住民の罹患者数は、薩摩川内市に勤

務されておられる方などの５名となっております。

が現状です。 

○２番（西中間義德君） 風疹は妊娠中の方がかか

ると胎児に大きな障害を残すと、そういうふうに言

われております。テレビでも放映されておりました

けれども、妊娠中に風疹にかかり、子供に重度の難

聴があったと。そのお母さんがおっしゃっていまし

た。予防接種を受けていればよかったと、本当にこ

れは悔やんでも悔やみきれないと、そういうふうに

言われておりました。 

 市民の安心・安全をどう守っていくのか、予防策

というか、啓発をどう講じられていくか伺います。 

○市長（田畑誠一君） 風疹の予防策についてであ

ります。 

 風疹の予防接種としては、１歳から２歳未満と、

小学校入学前の６歳から７歳未満時に対する２回の

接種を行っております。平成24年度の接種率は

87.2％となっております。 

 風疹の感染防止策としては、咳やくしゃみなどに

よる飛沫感染であることから、人ごみの多い場所に

出かけないとか、外出後に手洗い、うがいをしっか

りすることが大事であります。また風疹と診断され

た方は、発疹出現３日前から出現後５日間は出勤、

登校、外出を控え、他人にうつさないことも大切で

あります。 

 なお、また妊娠中、妊娠の可能性のある女性をは

じめ、風疹に関する相談窓口については、健康増進

センターの保健師及び保健所でも相談に応じる体制

を整えているところであります。 

○２番（西中間義德君） 薩摩川内市では、県内で

初めて対象者の予防接種に助成をしております。ま

た患者が出ていない宮崎県の日南市では、５月31日、

記者会見を開いて、7,600円の半分を助成すると発

表をされておりました。その中にＱ＆Ａというのが

ありまして、九州の状況はどうかということで、予

防接種の補助をやっているのは鹿児島県薩摩川内市、

沖縄県の那覇市、熊本県の天草市でそういう同様の

助成をしているということで、今回このような事業

を実施する最大の理由は何かと。日南市は患者はゼ

ロです。答えとして、現在全国的な流行の兆しがあ

る中、市内では発生はゼロ人ですと。したがって、

ゼロ人のうちに予防接種利用者を増やし、しっかり

発生を抑制することが最大の理由ですということで

風疹の助成を決めたということがホームページに載

っておりました。 

 先ほども言いましたけども、大流行の中で85％が

川薩保健所管内であると、まさにこの緊急事態だと

私はそう思っておりますけども、市内の対象者、先

ほどおっしゃいましたように30代、40代の男性が非

常に多いということで、そういう対象者に限って期

限を切って、今年いっぱいとか、いろいろ期限を切

って、予防接種の助成をする考えはないか伺いたい

と思います。風疹はまたこれから夏に向けて大流行

すると保健所の方も言われておりましたので、予防

接種を助成する考えはないか伺います。 

○市長（田畑誠一君） 風疹の対象者への予防接種

の助成をする考えはないかというお尋ね、御意見で

あります。 

 現在県内で風疹の任意予防接種に対し公費助成を

行っているのは、薩摩川内市のみであります。５月

末時点で30自治体が助成予定なし、６自治体が検討

中、６自治体が他市の状況や流行の状況を勘案して
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決定するとしております。これが県内の状況であり

ます。 

 現在、川薩保健所管内では、感染拡大の要因を解

明し、今後の対策に役立てるための流行疫学調査が

実施されております。本市におきましては、それら

の結果、報告を参考にしながら、大規模な風疹の流

行が懸念される事態となった場合は、市民の健康を

守る観点から、予防接種対象者の範囲や助成金額等

について検討をしてまいりたいと考えております。 

○２番（西中間義德君） 検討をしてまいるという

ことは、するということの理解でいいわけですか。 

○市長（田畑誠一君） 先ほども申し上げましたと

おり、川薩保健所管内で感染拡大の要因を解明して、

今後の対策に役立てるための流行疫学調査が実施さ

れているわけでありますので、これらの報告を参考

にしながら、大規模な風疹の流行が懸念される事態

となった場合は、市民の健康を守る観点から、先ほ

ど申し上げましたとおり、予防接種対象者の範囲と

か、助成金額などについて検討してまいりたいとい

う考えであります。 

○２番（西中間義德君） どう言えばいいですかね。

もう大流行が予想されるという状況になって、助成

をしても間に合わないのではないかと思うんですよ。

日南市の場合は大流行、ゼロ人だけどもそういう対

象者については助成をして、風疹を予防していくと

いうことをしていると。だから状況を見ながらとい

う形で、目に見えないわけですので、何度も言いま

すけど、当然薩摩川内市とは交流がずっとあります

ので、仕事の関係、商業の買い物に行ったりとか、

そういうものがしょっちゅうあるわけで、ここは風

疹がはやっているけど、こっちははやりませんよと

いうことにはならないわけですので。するんだった

ら検討して、するんだったらやっぱり早目のほうが

いいんじゃないかと思いますけど、もう一度見解を

お願いします。 

○市長（田畑誠一君） 市民の健康を守る観点とい

うのは全く同じであります。したがいまして、先ほ

どから申し上げておりますように、川薩保健所管内

の流行疫学調査、こういう方向を見きわめた上で検

討してまいりたいと、対象者の範囲とか助成金額を

どうすべきかということを検討してまいりたいとい

うことを申し上げておるところであります。 

○２番（西中間義德君） 相談窓口の話も先ほど市

長のほうからしていただきましたので、１カ月間に

40人も増えることが、そう流行ではないのかよくわ

かりませんけども、やはり、早目の対応をして、市

民の安心・安全のために、助成をしても別に大した

ことではないというふうに思いますので、早目の対

応をするべきだというふうに思います。 

 次の質問に移ります。 

 次に市の寺迫観音ヶ池線について伺います。 

 国道３号線のみよしラーメンから入って、そして

この観音ヶ池の森を通って農免道路に出る、この線

であります。 

 この道路は、旧市来町時代に農道として昭和40年

代の中ごろに建設されたものと思います。当時は非

常に広い道路と思っていましたけれども、道路に中

央線もなく、場所によっては中型車が本当に離合で

きないという、そういうところも何カ所かあります。

そしてまた道路横の崖が農免をつくって四十数年経

ち、木が生えて、根が岩の中に入っていって岩がも

ろくなり、そして落下している、そういう状況もあ

り、危険な箇所も何カ所かあります。 

 この市道をしっかり拡幅していくべきだというふ

うに思いますが、市長の見解を伺います。 

○市長（田畑誠一君） 市道寺迫観音ヶ池線につい

ては、国道３号から市道内門上野線を結ぶ路線であ

ります。したがいまして、今年度側溝の敷設替約

200メートルを予算計上したところであります。 

 今後につきましては、外戸橋付近から観音ヶ池ま

での約2,000メートルの区間は桜と自然を活かした

歩道整備を行いたい。車道につきましては、現在の

道路を基本に整備を検討してまいります。 

 また残りの路線である国道３号から外戸橋までの

約1,800メートルについては、道路幅員の狭い箇所

や法面の崩壊防止について、局部的な改良などを検

討してまいりたいと考えております。 

○２番（西中間義德君） 観音ヶ池の桜公園のとこ

ろには歩道をつけると、そしてまたその以前につい

ては拡幅していくと、道路の危ない箇所については
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補修をしていくということですよね。 

 私は、この道路については非常に大事な道路だと

いうふうに思っております。市来と川上、また上名

生福地区、もし仮に八房橋、外戸橋が通れなくなっ

たときは、大事な、市内を結ぶ大事な道路であると

いうふうに思います。また津波がもし仮に襲ってく

るとしたときに、逃げる場所が、本当に山あいに、

高いところに逃げていくためにはこの道路について

は非常に大事であるというふうに思います。 

 今年の花見時期も、この道路には歩道を確保する

ためのポールが置いてあり、非常に車の離合ができ

ませんでした。そういう中に大型バスが入ってきて、

立ち往生したこともあります。 

 そういうことで、今、歩道をつけるということで

したので、しっかりとそれをしていただいて、そし

て早目に拡幅をしていただきたいと。ただ、今、通

っても非常に、今朝ほども同僚議員からかありまし

たけども、立ち木が覆いかぶさっている、そして道

路は雑草が覆いかぶさっている、うっそうとした道

路ですよね。１回市長、通られてみてください。ト

トロが出てくるような、そんな感じの道路の状況で

すので、しっかり寺迫観音ヶ池線については拡幅を

し、歩道を設けるということですので、しっかり早

目の段階でやっていくべきだというふうに訴えて、

全ての質問を終わります。 

○議長（下迫田良信君） 次に、西別府治議員の発

言を許します。 

   ［10番西別府 治君登壇］ 

○10番（西別府 治君） 日本の人口がピークにな

った2006年に、ほとんどの地方都市が人口減少にな

っています。少子高齢化が一段と進み、定住人口の

増加を求めることは、地方都市において大変な努力

が必要となりつつあります。このため交流人口を増

やすことによって地域の活力を高めていこうという

方向性があり、交流人口をいかに多く獲得できるか

が、活性化の要素とされるようになったと思います。 

 本市の自然、風土といった地域資源や良好の交通

アクセスなど地理的優位性がその効果を最大限に発

揮するのは、都市部に居住する人々に対してであり、

明確にターゲットを据えることが施策遂行の効率性

や効果の増大につながるのではないかと思います。 

 交流人口の拡大推進について伺います。 

 フィッシャリーナについて伺いますが、少し島平

の港の歴史というのを紹介いたしますと、九州商船

の前身であります肥後汽船というのがあります。明

治40年、1907年に長崎を起点として、天草、長島、

阿久根、そして島平、甑島を結ぶ航路があったとい

う話であります。いわゆる自然の港として非常に有

望視された中で広域的な役割を果たしていたのが、

この島平の港であります。 

 そのことを踏まえながら、九州に４カ所しかない、

このフィッシャリーナの施設活用の現状についてを

伺います。 

   ［市長田畑誠一君登壇］ 

○市長（田畑誠一君） 西別府治議員の質問にお答

えをいたします。 

 串木野フィッシャリーナの施設整備等による交流

人口の拡大推進についてであります。 

 沖縄県を除く九州県内にはフィッシャリーナが本

市と熊本県天草市、長崎県長崎市、大分県国東市の

４カ所にあります。 

 本市のフィッシャリーナは、平成10年度に市オー

ナーバースが供用を開始し、県ビジターバース、県

オーナーバースと順次供用開始され、県管理を含め

74隻係留可能な施設となっております。 

 平成25年５月末の利用隻数は53隻、うち市オーナ

ーバース18隻、県のオーナーバース31隻、県ビジタ

ーバース４隻であり、係留可能隻数74隻に対し、７

割の利用率となっておる状況であります。 

○10番（西別府 治君） 後に給水のことについて

また関連していきますけど、とりあえずヨットに関

する部分ということで、市長、ちょっと話を聞いて

いただきたいと思います。 

 ビジターバースに県のビジターとオーナーに、ヨ

ットが今十七、八隻泊まっています。その中でモー

ターボートも含めながらいくと、かなりいっぱいの

状況にあるということですね。 

 そういった中で、先ほども申し上げましたように、

結構、広範囲のクルージングをされる方が集まって

きていらっしゃるんじゃないかなというふうに考え
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ております。非常に条件がいい中で、ほかに類を見

ないんじゃないかなというぐらい集まっているとこ

ろだと思っておりますので、そこを御理解いただき

たいと思っております。 

 状況につきましては七十数％ということでござい

ますが、全体でみれば。ですよね。まだ今現在もっ

と増えているんじゃないかな。ほとんど泊まってい

ますからね。 

 非常に交通アクセスが、県都鹿児島市からもいい

し、いろんな状況が整っているところが、この島平

のフィッシャリーナ、島平の港じゃないかなという

ふうに考えておりますね。ですから、そういった地

の利をやっぱりうまく活用していくことが最大の手

法じゃないかなと思っております。 

 一つだけ、市長、交流人口というのをよく聞きま

すけど、私は交流人口のその先にあるのは、やはり

定住人口というのを見据えて流れをつくっていかな

ければならないんじゃないかなというふうに考えま

す。そのことを踏まえまして、次の停泊時に必要な

給水、給電の供給の設置ができないかということを

伺います。 

○市長（田畑誠一君） 先ほども申し上げましたと

おり、このフィッシャリーナは沖縄県を除いて４カ

所しかない。そして港の歴史を述べられましたが、

明治何年ですか、そういうやっぱり商船が走ったと

いうことは、やっぱり港がいいと、自然に恵まれた

いい港だと思ってます。また、それこそ東シナ海を

目の当たりにしながら、絶好のフィッシャリーナの、

皆さんが楽しめる場所だと思っております。したが

いまして、まだ今隻数の確保といいますと、７割く

らいですので、これは今後また努めていかなきゃな

らんと思いますが、それにはやはり今言われました

とおり、港の機能を充実することです。手っ取り早

く言いますと、給水と給電施設というのを整備しな

ければ港としての使い勝手が非常に悪い。このこと

は船を呼ぶのに非常に阻害要因になると思います。 

 したがいまして、ぜひ、給水と給電施設の整備を

進めていきたいと思っておりますが、ただ、本市の

フィッシャリーナの場合は、県の管理部分が占める

割合が非常に大きいんですね。したがいまして、県

と協議をして方向性というのを見出していかなけれ

ばならないというふうに考えております。 

 今後はやはり、フィッシャリーナの本来の目的で

ある漁業と海洋性レクリエーションの共存を図ると

ともに、先ほどから力説しておられますように、地

域振興、交流人口を増やすということを大きな目標

に掲げて、県や関係機関との協議、あるいは寄港し

やすい、利用しやすい、さっき給水、給電を申し上

げましたが、そういう環境づくりにも努めながら、

人を呼ぶという努力をしたいというふうに考えてお

ります。そういう情報発信をしていきたいと思って

ます。 

○10番（西別府 治君） これもヨットの方々は必

須なんですね、給水、給電というのは。詳しくは市

長がやるという方向性でございますので説明はしま

せんけど、やはり自然条件と、また歴史的にも非常

によかった環境の港が、もっともっとこの施設をつ

くることで、まだ拡大していく、そして本市の情報

発信、寄られた方、来られた方、ビジターが多いで

すから、そういった方々がまた、広い、長崎を含め

た、沖縄まで行かれるそうです、ヨットでですね。

やっぱりそういった広い範囲の中で情報発信をして

いただくためには、非常に大切なことではないかな

と思っておりますので、県という市長がおっしゃる

ような部分がありますので、ぜひ、市長の力で、こ

こは設置に向けて進めていただきたいというふうに

考えております。 

 次に冠岳の部分に入っていきますけど、霊峰冠岳

自然・歴史の里ということでございます。 

 歴史認識というのを書かせてもらいましたけど、

それはもう古いものがありますよね。ホームページ

等にもかなり載っておりますが、歴史認識と九州百

名山いうのがありまして、2011年なんですが、これ

で指宿の開聞岳とか、屋久島の宮之浦というのが九

州名山、日本名山なんですよ。それと一緒に並んで

くるのが冠岳で、九州名山の中に入ってまいります。

ちょっと脱落してしまったのが金峰山とか指宿の烏

帽子とか、そこの辺ちょっと脱落してるんですけど、

かなり有望視されている冠岳がありますよというの

をちょっと紹介、今話をしておりますけど、そのあ
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たりを含めて歴史観とこの百選についての市長の見

解を伺いたいと思います。 

○市長（田畑誠一君） 霊峰冠岳自然の里というこ

とで、冠岳一帯というのはお隣の生福地区まで含め

て本市が誇るすばらしい観光名所だと思ってます。 

 そういったことで、今の現状で申し上げますと、

平成24年度の冠岳山市物産展が約２万8,000人、冠

嶽園が約１万2,000人、その他、山登り、ウオーキ

ング、お遍路、行楽などで約１万人程度の方が訪れ

ていらっしゃいます。 

 市としましては、特に、したがいまして、市全体

の観光パンフレットとは別に、歴史自然の里冠岳と

して、冠岳地区に特化したパンフレットも作成をし

ております。また、観光案内書をはじめ、宿泊、観

光施設や、県内外の観光物産展等において配布する

など、観光案内所や市のホームページ、御存じのと

おり、テレビ、ラジオ、雑誌等でＰＲに努めている

ところであります。 

 さらに県の観光かごしま大キャンペーン推進協議

会のパワースポットめぐりのパンフレットにおいて

も、県内８カ所の山のパワースポットとして、さっ

き開聞岳等いろいろ言われましたが、紹介をされて

おります。また昨年11月には、県旅行業協同組合が

ボランティアガイドの説明を要所要所で受けながら、

徐福展望公園、鎮国寺花川公園、冠嶽園などをめぐ

るウオーキングを企画をされて、鹿児島市内から参

加者を募集し、霊峰冠岳ウオーキングツアーを実施

しております。 

 今後、冠岳の自然、重みのある歴史性などにより、

詳細な情報についてもボランティアガイドの活用や

ホームページを充実をさせて情報を発信し、観光交

流の人口増加の推進に努めてまいりたいと考えてお

ります。またウオーキングトレイルや自然とのふれ

あいコースなどの情報発信につきましても、パンフ

レット等の配布はもとより、来訪者へのボランティ

アガイドの活用や、テレビ、ラジオ、雑誌等による

ＰＲ、さらには観光案内所のソーシャルネットワー

クサービスなどを活用して充実を図って、さらに情

報発信をしていくべきだと考えておるところです。 

○10番（西別府 治君） もう大変な情報発信をさ

れているということを今お聞きしまして、少し安心

をしているところであります。 

 ６世紀の話からこの冠岳の歴史というのはずっと

あって、本当に歴史が深いものがあります。ＳＮＳ

も使われて発信されるということを今聞きまして、

やはりそういったところが広く範囲が広がっていく

要素につながっていくのかなというふうに考えます

ので、情報発信について、また歴史観についてもさ

らなる発信をしていただきたいというふうに考えて

おります。 

 それからウオーキングトレイルのことまでおっし

ゃいましたので話をさせていただきますが、花川渓

流と串木野ダム、そして西岳周辺、この三つがリン

クしたのがこれですよね。これは県内でも類を見な

いんじゃないかというぐらい広大な広さで、自然と、

そしてまた歴史とを感じることができる地域であり

ます。本市が持っている町の力、地域の力といいま

すか、自然や気候、歴史、そしてまた風土、文化、

風習といった部分を全部秘めているのが、この流れ

の中にあるんじゃないかなというふうに考えます。 

 整備については随時されていらっしゃいますけど、

まだまだインターネットを使った部分についてなん

かとか、標柱とかというのは教育委員会のほうに入

っていきますけど、そういったのをせっかく今情報

発信をされている中において、充実を図っていかな

ければならないというふうに考えているわけであり

ます。 

 その中で市長、千本桜とか市長も植えてらっしゃ

いますよね。子供たちも手書きの名板でもみじとか

桜とか植えてらっしゃいます。そういったのが今、

若干、標柱のこともですが、朽ち果ててきてる部分

がありますね。そんだけものすごい情報を出してて、

じゃあ現地に行ったら、いや、こういう状況もある

よねということが見受けられるわけですよね。 

 ですからやっぱりそこらあたりの整備と、また

2000年とか、そういった十数年経っている部分もあ

りますから、そういった呼びかけ、植えられた方に

呼びかけをすることでリピートをつくっていく。そ

して、いわゆるすばらしい環境を大人になった子供

たちに知ってもらい、また呼び込んでいく力になり
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ますが、そこらあたりの植えられた方に対する呼び

かけといいますか、どんな状況になっているのかな

と思いましてですね。 

○市長（田畑誠一君） 私もたびたび冠岳のほうに

参りますので注意深く見てるんですが、せんだって

は徐福花冠祭の前夜祭にも行きました。そして時間

を見てあのあたりちょっと歩いてみました。そした

ら、市民の善意、総意で千本桜を植えておりますが、

すくすく成長をしているところ、それからもう枯れ

ているところ、折れたままのところ、かなりありま

した。私は全く専門的な知識はありませんけど、見

れば、中には枯れているとか、折れていてそのまま

というのは、下の土壌も、やっぱり岩といいますか

ね、私全くわかりませんけど、専門的には。やっぱ

り土が足りない、そういう部分のところがやっぱり

多いんじゃないかなと思ったり、歩きながら感じま

した。 

 大事なことは、今言われましたとおり、植えた

方々にやっぱり関心を持っていただくということだ

と思いますね。それにはこちらから、今、植栽して

いただいた分についてはこういう状況で枯れていま

すとか、それから名札もなくなってますとか、いろ

いろありますので、これは我々市もやらなきゃいか

んですが、千本桜に手を添えていただいた皆さんも

一緒に点検をして、そしてもう一遍植え直すとか、

そういうことがやっぱりみんなのまちおこし、地域

の振興、ひいては観光、交流人口の増大につながる

と思ってます。そういう方向を今度考えるべきだな

ということを、私も現地に行って実際考えていると

ころです。 

○10番（西別府 治君） 植えられた方も含めて総

合的にそういったことを進めていくということであ

りますね。 

 一つだけ提案ですけど、例えば、もうネームプレ

ートなんかも古くなってます。また新しいの書いて

ください、古くなってますと、あなたの名前ですと

いうことを言われたらうれしいですよね。そしてま

た、それが新しく入れかわって、木は大きくなって

いきますけど、枯れたところは今おっしゃったよう

な部分、また新たにちょっと場所をかえて植えてあ

げるとか、そういう部分も配慮があったりすれば、

またもっともっと広がりができていくのかなという

ふうに考えます。 

 先ほど冠岳の情報発信、かなりのボリュームの中

で情報発信されております。そして歴史をめぐる地

域であると。このことは羽島の市長が今、提案して、

今度つくっていくことになります。留学生のことに

も私は波及していくんじゃないかなと。留学生は知

らなくても、冠岳のことはものすごいボリュームで、

今、情報が出ていますから、じゃああそこに行って

みようじゃないかとか、そしてそのことと留学生が

リンクしてたと。じゃあそこもあるんだねと。見て

みたら歴史が古い、いろんなサクセスストーリーが

ありますよねと。やはりそういったリンクがしてい

く。それで、訪問する方々の視点というのを我々が

まず感じなければいけない。そして、じゃあ１日じ

ゃ終わらないから２日にして滞在しようじゃないか

と。滞在の視点、やはりそこらあたりまで、いつも

交流人口は、これは私の持論かもしれませんけど、

あるんじゃないかなと。だからやっぱりそこらを充

実していくための、本市の史跡をめぐる場所という

のが羽島にもできるわけですよね。だからそういっ

たのも含めて、どうですか市長、そこ全体的な流れ

の中で御意見をいただきたいと思います。 

○市長（田畑誠一君） 要は目指すものはまちおこ

し、地域おこしですよね。目指すものはそうであり

ますから、それにはやっぱり何といいましても一番

の特効薬はもちろん企業誘致と思います。企業誘致

に関しましては議会の皆さんにお諮りをして、残り

の工業団地を全部買おうということで、安くで貸し

て企業誘致をしたいという方向を進めたいと思いま

すが、今ずっとお述べになっておられる大事なこと

は、日本の人口がずっと減っていく傾向にある中に

あって、いかに我が町に交流人口を、やはり増やす

かということにかかっていると思います。 

 昨年テニスコートを建設をいたしましたが、おか

げさまで去年はたしか大学が４校ですか、合宿に来

てくれて、２泊３日とかですね。大学というのは非

常に多いんですね、生徒さんが。七十何人とか、八

十何人とかですね。一つの大学でですね。だからそ



 
- 43 - 

ういった面でも一つの交流人口の増大につながって

いるし、それから今建設中の総合体育館にも、そう

いった意味で、既に全日本クラスの大会など、完成

もしていないのに既に申し込みがあります。だから

交流人口の増大につなげたいと思っています。 

 本市の場合はそういった意味で観光産業というの

は非常に大きな産業ですが、観光産業にはやっぱり、

私は、私のいつもの持論ですけど、観光産業の最後

の勝利者は自然だと思ってます。大自然が最後の勝

利者だと思ってます。いろんな施設を一時的につく

っても、そのとき一時的にはいいですけど、なかな

かリピーターを呼んでというのは、大きく言います

と、日本で言うと、やっぱり東京のディズニーラン

ドですか、あれは別格ですよね。1,200万という人

口もおるが、国際都市である。まあ別格ですけども、

そういった意味ではやっぱりさっきから言われてお

ります霊峰冠岳というのは、これはこれはもう大自

然あり、歴史性あり、何とも言えないですね。すば

らしいですよ。そのほか今留学生の話もされました

が、本市の場合はそのほかずっと連なる、大自然と

歴史ですね。史と景と言えばいいですかね。 

 それとやはりこの町独特の人情といいますかね。

人情あふるる、そういう風土が私はあると思うんで

すね。それにおもてなしの心を、やっぱり加えて持

っておいでですから、観光産業の振興、ひいては交

流人口の増大につなげていきたいと。食を含めてで

すね。そういった面で非常にすばらしい、魅力的な

ポテンシャルというんですかね、そういう可能性を

持った町だなと。もっとだから我々が研さんを重ね

て情報発信をすべきだと思っております。 

 私は冠岳は、今ちょっと長く話してますけど、答

弁していますが、鹿児島県の、それから日本のこれ

からの発展の方向性というのは私は中国をはじめと

する東南アジアだと思っています。そういった面で

考えますと、冠岳の徐福像とか中国航路とか空路が、

中国、台湾、それからソウル便とありますけども、

もっとＰＲしたら不老不死を求めて長寿の国だとい

うことで絵にならんかなと思って、旅行代理店やら

通して、ああいう上海航路、台北航路、ソウル航路

とあります、鹿児島とですね。ああいう方々、訪れ

る方々を積極的に旅行代理店と一緒になって、ここ

は長寿の村だというような、徐福さんを眺めて、何

かそういうことにつなげられんのかなということや

ら、夢はたくさんいろいろ描いているところであり

ます。 

 いずれにしてもすばらしい持った観光資源を、冠

岳を核として活かすべきだと思っております。 

○10番（西別府 治君） 市長の持論の中でござい

ました、自然また人情、これが最も大切な部分じゃ

ないかなと。そして歴史、もうそろっています。そ

して何よりも交通アクセスが良好ですよね。だから、

なかなか交通アクセスが良好な上にそういった部分

が表に出にくい部分があるんじゃないかなと思って

おりますので、そういうのを全面的に出していただ

いて、交通アクセスはオーケーだよと、しかもプラ

スがあるんだというのを、やっぱり市民自体が理解

しながら全体で進めていくことで、町がつくってい

くいわゆる交流人口のあり方というのを進めていた

だきたいというふうに考えております。 

 これでこちらのほうは終わりたいと思います。 

 次に、鳥獣害予防の措置ということであります。 

 本年度から鳥獣害防止緊急捕獲対策の３カ年の事

業が入ってきまして、上乗せの部分ですね。従来の

部分に対して国が7,000円とかありまして、上乗せ

の部分があるんですが、なぜそれだけしなければな

らなくなったかという理由があるわけですよね。そ

の部分について、深刻化の要因とか、被害防止等の

支援措置とか、今までの分ですけどね、この25年度

の前の部分のところを、なぜこういうふうになった

かというのを見解を伺いたいと思います。 

○市長（田畑誠一君） 有害鳥獣のほうの被害対策

でありますけども、まずこの有害鳥獣の捕獲状況に

ついて申し上げますと、イノシシ、鹿に係る平成24

年度の捕獲頭数は、イノシシが23年度に比べて2.2

倍、380頭なんです。鹿が同じく23年度に比べて2.0

倍、237頭となっているんです。そして昨年度は猿

も１頭捕獲しております。 

 こういう状況ですから、有害鳥獣捕獲補助金につ

きましても、23年度220万円から24年度は、細かく

言えば2.13倍、470万円と大幅に増加をしておりま
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す。ただ、農産物の被害金額ですけど、毎年実施す

る調査では、平成24年は約92万くらいというふうに

言われておるんですが、これは実際はやっぱり調査

にあらわれない被害が相当あるんじゃないかという

ふうに思っております。 

 失礼しました、訂正します。１桁間違ってました。

平成24年度は916万9,000円です。920万円ですね。

たださっき言ったように調査にあらわれない分が大

分あるんじゃないかなというふうに思っております。 

 お尋ねの有害鳥獣増加の要因、これは農山村の過

疎化によること、それから人間の入山機会が減少し

ていること、それから荒廃農地が増加していること、

管理不良の山林があること、それからイノシシの１

回当たりの出産頭数が増えていること、それから狩

猟従事者の減少などが主な要因じゃなかろうかな、

原因じゃなかろうかというふうに捉えております。 

○10番（西別府 治君） ２倍という数字が出てま

いりました。これはすごい数字ですね。もしこの緊

急対策がなかったとしたら、２倍が４倍とか、どん

どんいくんじゃないかなと思いますよね。それで一

応頭数は、個体数の管理はしていくわけですけど、

やはり先ほどからおっしゃっているように、住んで

らっしゃるところの人口、住民の方々が減っている、

入山とか、耕作ができなくなったりとか、やはりそ

ういった地域の方々が減っていらっしゃいますのが

大きな原因じゃないかなと思っていますね。 

 それで、交付金制度がまた今度変わりまして、25

年度からまた出てくるわけなんですが、その中でソ

フト事業というのがありまして、地域の環境の改善

というのを進めていかなければならない、このまま

ではいけないというふうに国も思っているわけです

ね。それが今のソフト事業になってくるわけなんで

す。 

 そこでお伺いしますけど、いわゆる放任果実の除

去や緩衝帯の整備について、今度は25年度からこっ

ちの話になってきますが、今からのことになってま

いりますが、伺いたいと思います。 

○市長（田畑誠一君） 放任果実と緩衝地帯であり

ます。 

 作物の管理が不十分で、果樹を収穫できずに樹上

に放置したり、あるいは熟化した果実を園内に放置

したり、また野菜の不要なものを畑に放置したりす

る放任果実は、結果として有害鳥獣に餌づけをして

いるといいますか、結果としてそういうことになる

と思います。それが有害鳥獣のまた増加の原因にも

なっていると思ってます。したがいまして、農家の

皆様には、そのようなことのないように巡回指導な

どのときにお話をしておるんでありますが、なかな

か徹底されない実情もあるようであります。今後も

引き続き、さまざまな機会を捉えて周知に努めてま

いりたいと思います。 

 また、緩衝地帯につきましては、緩衝地帯を設置

管理するには、地域ぐるみの取り組みが必要である

のではというふうに思います。そういった面が進ん

でない状況をつくり出しているのではというふうに

思っております。 

 市としましては、現在の有害鳥獣防止対策として、

捕獲による駆除と電気柵による侵入防止を行ってお

るところでありますが、今年度からは里山の保全、

管理不良竹林の整備のため、竹林整備補助制度も開

始したところであります。この事業を通して、また

竹林がきれいになることでイノシシや鹿などがすみ

にくい環境となり、人里との緩衝地帯となる竹林が

できる効果も期待できるんじゃなかろうかなという

ふうに考えております。 

○10番（西別府 治君） 国会で予算が通ってくる

わけですけど、国の方々が地方を見る目と、私たち

が現状を見る目は若干違うんじゃないかなというふ

うに考えますね。 

 農業の集落化もそうですよね。山間部の方々が集

団で、集団という言い方は悪いですけど、集約して

防御をできるかと。いや、一公民館では、地区では

できませんから広域を組んでくれということになっ

ていくわけですよね。それでもなかなか最終的には

組めないですよね。担い手が完全に不足している状

態であるわけですよね。だから、ここはやはり行政

の力というのを発揮して、地方の私たちのあり方と

いうのを変えていかないと。国の制度はそうですよ。

確かにいろいろ出ています。ただそれだけでは結局

は、最終的には里山の保全までいくにはほど遠い道
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のりがあるんじゃないかなというふうに考えます。 

 それから、どれしこしても一緒だという方、もう

皆さん思ってますからね。もうやられっ放しじゃな

いですかと。やっぱり計画性を持ちながら、そして

また成功事例というのがあるわけですよね。今、住

宅の近くに電気柵を張ったりして、そういったエリ

アの中で、そういった有害鳥獣の防止というのを今

やっている。もう、ほとんどそういうふうに変わっ

てきていますね。ですから、我々がちょっと入った

ところですから、もっとそういったことを含めなが

ら成功事例等も説明して、行政の中で、そして担い

手を、市長、何とか、緩衝地帯ですから、それとい

わゆる果実の撤去ですから、鉄砲使うわけじゃない

わけですから、一般の方も私は参加できるんじゃな

いかなというふうに考えますね。広い範囲でその地

域の方々が核になりながら支援をする体制といいま

すか、やはりそういったのを行政の力、方向性の中

で取り入れていかないと、ちょっと前に進むことが

私はできないんじゃないかなと思いますね。もっと

言いますと、今度の25年度から３年間で個体数の調

整というのをされますよね。ただ被害についてはそ

う変わっていかないんじゃないかなと。やはりこの

防御の部分を一体となってやらないと、３年間で仮

に打ち切られたとしますと、終わってしまいました

よねということになる。まあ継続するかもしれませ

んけどね。そこらあたりについて、どうですか、市

長、多くの方々が参加できるシステムを何とか、１

回の答弁では難しいかもしれませんけども、どうで

すかね、市長。 

○市長（田畑誠一君） 鳥獣被害防止ということで、

農家の方々が、午前中も申し上げましたけども、半

年くらいかかられますよね。耕して、種をまいて、

収穫までは、大抵の作物が。よく聞きますけども、

イノシシと半分どりよと、もう悲しそうにおっしゃ

います。これでは農家の皆さん、欲はもう出てこな

いんですよね。だからそういった点でこういった今

までの声をくみ上げて、国のほうとしても３カ年で

はありますけども、こういう捕獲に対する補助を設

けたんだと思っております。 

 本市はそういった農家の皆さんを守る、意欲を持

っていただくという意味で、市単独の補助としまし

ては、実は１頭当たり7,000円ですから、県下でも

一番高い補助率です。それに加えて今回、イノシシ、

鹿、猿についてですけども、国が8,000円を上乗せ

してくれるということは、３年間ですけど、今当面、

かなりの成果が上がるんじゃないかなと思っており

ます。そしてまた猟友会の方とも先だってお話をし

ましたけども、大変喜ばれて、張り切って頑張ろう

と。要するに捕るということは農家の皆さんのため

になるんだと、農業振興のためなんだということを

話していただいて、大変ありがたいことだなという

ふうに。高い次元でお考えになっておられる、だか

らそういうふうなことを感じたところであります。 

 さっきから言われますように、捕獲をするという

ことはもちろん大事ですね。捕獲をすることは大事

なんだけど、その前に大事なのは防止ですよね。確

かに、防止対策。それには今言ったように、今の放

任果実の緩衝地帯とか、そういったものを地域ぐる

みでボランティアの方々やら含めて、何とかそうい

う方向で、そのことが一つの楽しみと言いますかね、

そんなような形で持っていけたらなというふうには

考えますね。そういったことをこれからやっぱり考

えるべきだというふうには思っております。 

○10番（西別府 治君） 一つは温暖化が私はある

と思いますね。そして竹林、これはものすごい勢い

で広がっています。竹がですね。ですからいろんな

要素が里山にはものすごい勢いで迫っておりますの

で。ボランティアという話も出ました。若干有償で

もいいのかなというぐらいして、そういった流れを、

市長、つくっていただくことが必要じゃないかなと

いうふうに思います。今後の課題というふうに私は

ならないんじゃないかなと。もう近々でやらないと、

これは本当に、ＴＰＰのことも言えば話が拡大しま

すけど、何かそんな話になっていきそうな気がしま

すよね。だから里地を守っていく、自然を守ってい

く、市長もさっきおっしゃいましたけど、大事な部

分だと思ってますので、そういった組織機構のあり

方について、ここは行政がぱっと大なたを振るって

いただいて、つくっていただくことが大事かなと思

ってます。 
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 そんな中で、ソフト面で有害鳥獣を捕った後、ど

うするかと、地元の特産として活用していこうじゃ

ないかということで、いろいろな方向性が、今、示

されております。先ほど楮山議員のほうがおっしゃ

ったように、３分の１ぐらいしかおらんなち、前の

ち。そしたらもう後継者もおらんし、鉄砲ばっかり

持っちょっても誰も人もおらんがと。やっぱりそう

いった肉を活用していきながら、雇用を生みながら、

そしてまた所得も上げながら、いろんな流れができ

ていくために、有害鳥獣の食肉利用をするための加

工施設をつくっていったらどうかなというふうに考

えますが、どうですか。 

○市長（田畑誠一君） 捕獲した鳥獣を食肉で利用

する、これはまさに一石三鳥と言えばいいでしょう

か、すばらしいことだと思います。したがいまして、

そういったことで加工施設の処理設置については、

実は国の補助事業があります。ただ、お名前までは

申し上げられませんけども、県内で１カ所、この国

の補助事業を導入して設置をされておるところがあ

るんです。ところが、県外では成功してるという例

も聞くんですけどもね、実際の運営については、夏

場に捕獲された、例えばイノシシ、これはそれこそ

地球温暖化じゃないけど、あったかいから物が傷み

ますよね。傷んで食肉にするのに搬入できないと。

そういったこと等で、食肉にする、解体できるイノ

シシ、鹿の数の確保が、実際本当にこんなたくさん

捕るんだけども大変なんだそうです。それで実を言

うと経営は非常に苦しい状況のようですが。それと、

やはり何と言いましても野山を駆けめぐっているイ

ノシシの話でありますので、保健衛生上、さまざま

な制約があるようです。したがって今、本県で１件

あるところの状況やらを考えましたとき、本市での

加工施設の取り組みというのは、現在のところ困難

だと考えております。 

○10番（西別府 治君） 結局、加工するというこ

とになれば販売までということになってきますから、

拡大していってかなり負荷がかかってくることは事

実でありますね。そして食品衛生上の問題がありま

して、そっちのほうは、と殺法より軽減されたので

ありますから、本市が条例設置をすることで可能で

あるわけです。ただ、いわゆるそういった販売経路

まで採算ベースが乗っていかないといけないという

のが事実であります。 

 ただ、本市が進めている中で、六次化というのが

ありますね。これまさしくこれになってくるのかな

と。そして食の町。マグロと鯨が同等の位置にある

とは言いませんけど、海のマグロ、山の鯨。鯨って

言いますよね、イノシシは。そういったキャッチフ

レーズというのも、私はあそこの仕様にもっともっ

と強く打ち出せるんじゃないかなというふうに思っ

ていますね。 

 だから処理施設はもう２分の１補助ができますか

ら。施設についてはですね。そしてソフト面ではそ

ういった解体に関すること、処理の仕方のこと、専

門的な要素を研修するソフトの支援というのも今回

あります。だから、そういったのを、つくるありき

よりも、そんなのを模索する中で最終的到達点はつ

くらないといけないですけど、その区間の方々の人

材育成というのを私はやるべきだと思いますね。そ

して若い方も、また解体する方も、御婦人の方もい

らっしゃるかもしれませんし、いろんな雇用も生ま

れてくるわけですよね。 

 だから私はそう難しいことではないと思います。

福岡県にあるんですけど、二丈町というところがあ

ります。本市と似たような感じですね。海があって、

町があって、すぐ山が、脊振山っていうのがありま

すけど、そこの町の中に実はそういった施設があり

ます。だから販売経路のあり方とかいうのは人口が

たくさんいるところは楽なんでしょうけど、ただな

かなかイノシシを食べるかといったら、そう簡単に

は食べないわけですよね。それでもそういうふうに

情報を発信をしていくことで、町の中、福岡市でで

すからね、本市はもっともっと情報的には地理的に

もいろんなのがマッチするわけですから。冠岳、山

があって。私は可能なことであると思います。 

 ですからやっぱりそういった今の猟友会の方々も

含めて、協議会がありますよね。協議会の方々に対

しても、そういったソフト面での支援措置があると

いうことを説明しながら、やってみる方向でどうか

というのを、市長、ぜひ、伝えていただきたいと思
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います。どうですか、そういった流れなんかは。 

○市長（田畑誠一君） 先ほど申し上げましたとお

り、捕獲したイノシシを食肉加工するというのは、

これは一石三鳥ですよ。少なからず雇用も生まれた

りして、これはすばらしい話ですね。そういった意

味で国もこういう補助制度というのを設けておると

思うんですが、ただ、成功した例もあるとも聞いて

おるんですけどね、県内のその町の場合を言います

と、捕獲頭数、イノシシ、鹿、それぞれ1,000頭ぐ

らいあるんだそうですが、食肉加工に搬入してくだ

さるのは、イノシシも鹿も10頭ぐらいなんだそうで

すよ。つまり、どういう理由があるかわかりません、

捕獲したのの１％ぐらいしか搬入されていない。だ

から全く採算取れないんですよね。そういうことで

どうも悩んでおられるようです。 

 ただ、それには、今言われましたとおり、しっか

りした販路なんかが、出口がしっかり確立されてな

いという原因もあるかもしれません、こういう状況

であるということは。いずれにしても今お聞きして

いる状況では、こういう状況でありますので、なか

なか搬入が難しいということ、それから保健衛生上

の話やらいろいろありますので、現段階では、加工

場の建設に踏み切るというのは、これはちょっと考

えるべきだと、困難だというふうに今の時点では考

えております。 

○10番（西別府 治君） 鳥獣害を撲滅していくこ

とが、最終的には、エリアを限って言えば冠岳エリ

アが撲滅されたとしますと、そして緩衝地帯もでき

上がってきて、きれいな里山ができ上がってきたと

しますと、もっともっと私は訪れる方が増えていく

と思うんですね。そこまで私はつながっているんじ

ゃないかな思っていますね。だから整備をする人が

いなくなることで山が荒れていって、最終的には交

流人口にもつながっていかない。このことはやはり、

どの町でもそういうふうになっています。どこかで

特化していかなければいけない。特化してるんです

ね、うちは。そういった意味では非常に特化してい

ます。だからそれを活かすためにも、そういった政

策的な部分については進めていく必要があるんじゃ

ないかなというふうに考えております。 

 英語で言ったらエコツーリズムというらしいんで

すね。今はグリーンツーリズム、ブルーツーリズム、

また、エコツーリズム、ニューツーリズムというふ

うにどんどんニーズが変わってきますよ。やっぱり

それを交流人口、そしていわゆる訪問から滞在、そ

して住んでもらう、このよさをどんどん、本市のよ

さをどんどん発信していくためには、この三つの流

れを、要素をつくっていくことが大切じゃないかな

というふうに考えております。 

 施設自体をつくることはそう簡単にはいかないか

もしれませんが、連携して、また民間との連携とい

うのも私はできると思いますね。そして緩衝帯の整

備についても、人がいなければ機械化、機械を入れ

て緩衝帯をつくっていく、１回機械を入れれば次も

入りますから、やっぱりそういったことまで支援体

制の中に入れていく、そのことで交流人口が増えて

いく、増大していくということについては、私はや

はり投資していく価値があるんじゃないかなという、

この地域だと思いますが、どうですか、いかがです

か、そのあたりは。総合的に支援のあり方、行政の

支援のあり方ということで。 

○市長（田畑誠一君） 先ほどから幅広い角度から

交流人口の増大というのを目指すべきだ、本市のま

ちおこしにということを先ほどから説明をしておら

れます。それを分野別に、観光だとか、農業だとか、

あるいはグリーンツーリズムのお話とか、総合的に

お話をしておりますが、いずれにいたしましても、

今、その一つの例として、焼酎で乾杯という条例も、

議会の皆さん方に御提示しておりますが、私はやっ

ぱりこの焼酎で乾杯というのを、本市の、本県の産

業を支えてきた、経済を支えてきたというのは焼酎

産業だと思ってます。したがいまして、その焼酎産

業に感謝をしながら、威勢よく焼酎で乾杯というこ

とで。 

 今ずっと一貫して言っておられるのは町の振興で

すよ。町に明るさを、元気を与えて、焼酎で言った

ら、この焼酎が日本の国酒と位置づけされるような、

威勢よくそんな思いで、今言われましたとおり総合

的に絡め合って、やはり政策を進めるべきだと思っ

ております。そういった面でこれからもいろいろ研
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究させてもらえたいと思っております。 

○10番（西別府 治君） これで全ての質問を終わ

ります。 

○議長（下迫田良信君） ここでしばらく休憩しま

す。 

             休憩 午後３時15分 

             ───────── 

             再開 午後３時30分 

○議長（下迫田良信君） 休憩前に引き続き、会議

を開きます。 

 次に、濵田尚議員の発言を許します。 

   ［８番濵田 尚君登壇］ 

○８番（濵田 尚君） それでは、６番目の最後と

いうことで、簡潔にいきたいと思います。 

 通告に従い、定住促進について質問をいたします。 

 日本は現在、急速に進行する少子高齢化、地方の

過疎化、家庭の形態の多様化等にいかに対応するか、

また弱体化した地域コミュニティをどのように再生

していくかが問われております。そのような中での

東日本大震災では、災害が起こったときに、まず心

身ともに支えになったのは家族や地域コミュニティ

であり、改めて家族のきずなや地域コミュニティの

重要性を再認識させられた出来事でした。家族や地

域コミュニティが機能しているかいないかでの違い

が、災害救助や避難所の暮らし、被災後の復興に大

きく影響することが示唆されております。 

 その地域コミュニティのベースにあるのが、それ

ぞれの家庭であり家族であります。その家族のきず

なが改めて重要視される中、高齢者の孤立防止や介

護、そして育児など、まず家庭が福祉の担い手にな

る形態として、近年減少傾向にある三世代世帯にス

ポットライトが当てられつつあります。直接の因果

関係があるかはわかりませんが、文科省による一斉

学力テストの結果で、三世代同居率の高い秋田県や

福井県、富山県は好成績を上げているというデータ

もあります。 

 それでは、鹿児島県はどうかといいますと、平成

24年３月の厚生労働省の国民生活基礎調査の結果を

見ますと、三世代世帯の割合が最も少ないのが鹿児

島県と表記してあります。 

 また、鹿児島県は高齢者世帯の割合も最も多いと

いうことであります。国勢調査での鹿児島県の三世

代同居率の数値は3.2％と出ているようであります。

全国の平均が7.1％ですので、その低さに驚かされ

ます。ちなみに、一番高いところが山形県でありま

す。山形県が21.5％、先ほどの秋田、福井、富山な

どが16～17％となっております。九州で一番高いの

が佐賀県です。佐賀県が14.7％、お隣り熊本県が

10.1％となっているようであります。その要因の分

析は、その地域特有の風土などが世帯形態に影響し

ているのではないかと考えられることであります。 

 本市はといいますと、平成22年の国勢調査では三

世代世帯が全体の5.2％、640世帯ということであり

ます。平成12年に７％、883世帯あったのが240世帯

の減となっているのが現状です。 

 国の少子化対策の推進の中にも、家族用住宅、三

世代同居・近居の支援の項目も挙げられております。

高齢者の生きがいの増進にもつながることも考え、

三世代の家族が同居できる住宅の増進を図ると記述

されております。 

 一方、地方レベルでは既に三世代の結びつきを強

化する具体的な支援策を実施している自治体もあり

ます。一例では、千葉市の三世代同居等支援事業は、

高齢者の孤立防止と家族のきずなの再生を目的とし

て、三世代同居または１キロ以内の近隣に居住する

ことなどを条件に住居費などの助成を行っておりま

す。鳥取県では、三世代同居の建築における不動産

取得税に軽減制度を設けております。岡山県笠岡市

では、三世代で同居・近居に移住するための住宅取

得や転居等の費用に対して助成を行っております。 

 このように、これからは家族のきずなを強める支

援策を積極的に行っていくことが求められる時代と

なっております。三世代同居についての考え方、ま

た三世代同居を対象とした手厚い支援策を講じるこ

とはできないか伺い、壇上からの質問といたします。 

   ［市長田畑誠一君登壇］ 

○市長（田畑誠一君） 濵田尚議員の御質問にお答

えいたします。 

 少子高齢化社会の我が国において、三世代が一緒

に生活する世帯は、世代を超えた子育てや高齢者の
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孤立防止など、家族の機能を充分に発揮できる家族

構成であると思います。 

 本市における三世代同居世帯は、平成12年の883

世帯から平成22年には640世帯と減少傾向となって

おり、要因は特定できませんが、社会状況を背景と

した家族や居住に対する多様な価値観や世代間の生

活習慣の違いなどから、今後さらに減少をしていく

のではと思われるところであります。 

 こうした中、現在本市では選択されるまちづくり

を目指し、企業誘致、高齢者や子育てへの支援、住

宅対策をはじめ、食のまちづくりを通して魅力ある

まちづくりを推進するするなど、総合的な施策を講

じて人口増加対策に取り組んでいるところでありま

す。定住促進を観点とした三世代同居世帯への個別

支援策は現在実施はしておりませんが、社会の最も

小さな単位である家族世帯を支援することは地域コ

ミュニティの活性化も期待できると思われますので、

他自治体で行っている支援策等を調査し、本市にお

いて有効な支援ができるか今後検討をしてまいりた

いと思います。 

○８番（濵田 尚君） 今、市長からは他市の事例

を研究しながら検討していくということであります。 

 先ほど、岡山県の笠岡市という所の事例を挙げま

したけれども、電話で聞いたんですが、どういった

ところでこういう支援策を講じたんですかというこ

とをお伺いしました。そうしたら、お隣は広島県福

山市で、岡山県側に行けば倉敷市があったり岡山市

があったりと、いわゆる大都市圏ですね。そういっ

た中で人口流出がすごいと。こういったことで、こ

ういう施策をせざるを得ない状況もあったというこ

とであります。確かに人口が５万3,000というとこ

ろですけれども、年間700人程度が減少にあるとい

うことで、こういった三世代同居というのが世代間

で助け合い事業としてちょうどマッチングしたいい

支援策だということで進んでおりました。去年の９

月ぐらいから始めたということなんですけれども、

昨年度が18件申請がございましたということでした。

その中で本当に親と三世代で一緒に暮らせる、そう

いった支援ができたということは行政としても本当

によかったという声を聞いております。 

 やはりこの三世代同居支援事業というのは、まだ

九州でも少ないですよね。佐賀県の小城市がちょっ

と進めておりますけれども、この三世代同居支援と

いうのが定住促進に当たるのか、それとも福祉の関

係で子育て支援のほうになるのか、一方では高齢者

対策のほうでという形で、いろんな方面からのアプ

ローチで支援策も変わってきているようであります。

中には三世代で同居しているということで、家で小

さなお子さんを見ていると、つまり家庭内保育とい

うところで、そちらに助成をされているところもあ

ります。 

 ですから、今我々ができるのは何だろうかという

ことを考えていただければと思います。一番はこの

笠岡市のが入りやすい部分かなと思っております。

ですから、この三世代の要件というのををあまりに

も広くとれば、補助金もいろんな立場の人にいって

しまいますので、要件は慎重に検討していただきた

いと思っております。 

 この三世代同居の関係ですけれども、本市の65歳

以上の高齢者世帯を見ますと、ひとり暮らしが

20.7％、1,877世帯ということです。そして今後ひ

とり暮らしや老々の二人暮らしの要介護認定者が増

えていく中、施設の増床にも限度があるかと思いま

すので、そういった観点からもぜひ検討していただ

ければと思っております。我々も、親と同居という

形が本当ですけれども、今後新たにそういった住宅

を取得したり、このまちに、親元に帰ってきたいと

いうような声があれば、その人の背中を押してあげ

るような支援策を講じていただければと思っており

ます。 

 それと、その一方では、家族の中で高齢者をずっ

と見ているわけですよね、三世代同居であれば、ず

っと見ておって、いざ施設に、もうどうしようもな

くて入れんないかんとなったときには、同居してい

るということで優先度がぐっと下がってしまいます

よね。そういったところを考えれば、同居している

人たちに何らかの違った支援もまたできるのかなと

思いますので、ぜひ市長、こういう笠岡市や他の日

本中のいろんなモデルを参考にしながら、このいち

き串木野市ででき得る支援策は何だろうかというと
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ころを具体的に詰めていっていただければと思って

おります。 

 この定住促進でこういった支援事業をやってます

けれども、やはりこういうところは、市が定住促進

センターという一元的な窓口をしっかり持ってます

よね。そういったところで空き家対策であったり、

いろんな定住促進にかかわる部分をやっております。

そういう定住促進センターというような専門の窓口

の設置なんか今後考えていってもらえないものか、

市長の御見解をお伺いいたします。 

○市長（田畑誠一君） 世代を超えて家族の方々が

三世代で同居されるということは、子育てにもなり

ますし、それからひとり暮らしの高齢者の方が多い

中でまさに高齢者の皆さんに生きがいを与える、福

祉対策といいますか、大げさに言ったら、そういっ

た面でも非常にすばらしいと思います。 

 また、今言われましたとおり、三世代世帯という

ことで、そのことが定住人口の増加にもつながると

いう面もあろうかと思います。私たちは市民挙げて、

まちおこし、まちの活性化に取り組んでおり、課題

として捉えておりますけれども、原点は地域の活性

化ですよね。地域の活性化のその一番根っこのとこ

ろは、最も小さな単位である家族世帯のお互いの支

え合いだと思っております。 

 先ほど冒頭で東日本大震災のときの話をされまし

たが、私もテレビなんかで見ましたけれども。助か

った親子の中に常に、親子で話をしていたと。地震

といったら津波が来るんだから、海岸でお店をして

いるお父さんとお母さんのところに絶対に来るんじ

ゃないよと。自分で山に登りなさい。お父さん、お

母さんも山に行くということを常々話しておられて

助かった。小学校４年の女の子だったと思いますが、

それをテレビで見ました。ことほどさようにそうい

った意味での親子のきずな、家族の支え合いという

のは非常に大事だと思います。 

 したがって、さっき申し上げましたけれども、今

ほかの自治体の例をたくさんお挙げになりましたが、

本市において今後こういった有効な支援があるもの

か、これからの研究課題にさせていただきたいとい

うふうに考えております。 

○政策課長（田中和幸君） 市長の答弁を補足申し

上げます。 

 定住支援センターについてのお問い合わせもござ

いました。今現在、市役所のほうでは政策課を窓口

として、定住施策につきましてさせていただいてお

ります。先ほどいろいろとまた三世代等についての

支援、そういうような部分もございました。なおか

つ今までやっている、市が行っている定住促進の施

策もございます。そういうような部分も含めて、い

ろいろとまた検討させていただきまして、既存の組

織で、例えば調整会議とか、そういうもので対応で

きるものかどうか、その辺を含めて、もし必要であ

れば支援センターについても今後検討していきたい

と考えております。 

○８番（濵田 尚君） ぜひ、そういう検討が設置

のほうになっていくことを望みたいと思います。 

 これはちょっと同居とは違うんですけれども、今、

同居とは別に、近くに住む隣居や近居というような、

緩やかなつながりを持つ家族というのが、インビジ

ブルファミリーと言われているみたいなんですけれ

ども、そのインビジブルファミリーというのが確実

にマーケットに変化を促しているというのがありま

す。例えば、自動車であったり、住宅、そして旅行

なども、そういった近隣の親と一緒に自動車購入を

考えたり、旅行に行ったりというような、そういっ

たのが消費の行動にあらわれているということであ

ります。自治体の定住促進であったり、子育て支援

にも時代の変化を見据えながら、そういったところ

も考えながらスピード感を持って対応していただき

たいと思います。 

 とりわけ定住促進ということで言っておりますけ

れども、要は人口をどう維持していくか、人口増と

までは言いません。人口維持ができれば相当大変な

ことだと思っております。そうしたら、この３万人

をどう維持していくかということも考えなければな

りませんので、定住促進を考えた中で、今後の人口

減がどういった方向に進んでいくのか、どういった

ところにこういう施策を打っていけばよいのかとい

うようなのを、全庁的に考えていっていただきたい

なと思います。 
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 前回の一般質問でも全庁的な連携を保ってプロジ

ェクトチームもつくるべきじゃないかと。実際、人

口減対策室というようなものを自治体の中で設けて

いるところもありますよね。ですから、この人口減

少が隣の薩摩川内市よりも、日置市よりも、ちょっ

と減少率が高いわけですので、私はやっぱりそこを

しっかり研究するためにも、いろんな情報を庁内か

ら集めて現状分析に当たると、そういったところを

していただきたいと思いますけれども。市長の今後

の考え方として所見をお伺いいたします。 

○市長（田畑誠一君） 全ての皆さん方の御質問と

いうのは、やはりまちの活性化であります。まちの

活性化イコール今その最たる課題が、できれば人口

増を願いたいが、いかに人口減に歯どめをかけるか

というのが一番の課題であります。 

 今、手元に細かい数字は持ってませんけれども、

そういった意味で本市は定住促進対策をしておりま

す。例えば、市の土地の購入をした方に対して100

万円を限度として１割補助するとか、そして子供さ

んが３人、中学校まで一人30万円、90万円まで補助

をすると。家をつくるときにはまた50万円というこ

とで、もし最大限それが合致する条件、100万円の

条件が合えば240万円の支援ということになります。

しかし、実態は土地が五、六百万円、四、五百万円

というところだと思います。 

 そういった面で、ちょっと今数字を覚えていませ

んが、例えば市来の古城団地ですね。それを活用し

て、たしか二十数戸の新築がなされております。子

供さんがその団地だけで36人増えたとかいう話を聞

いたことがあります。そういった定住施策あるいは

少子化対策でも、未来の宝支援とかいろんなことを

やっておりますが、片っぽではもう言われますよう

に、企業誘致対策とか抜本的な対策を考えなきゃい

かんわけであります。 

 とにかく、先ほどから、前もおっしゃいましたけ

れども、全庁的にというお話です。各課がそれぞれ

政策を通して、目標は今おっしゃったそこにありま

す、やはり、そういう目標のもとに全庁的に調整会

議とやらを通しながら、これからまた連携を深めて

前へ進みたいというふうに思っております。 

○８番（濵田 尚君） 力強く前に進んでいただく

ことを申し述べて、次の項に移ります。 

 ２番目の食のまちづくりについてであります。現

在、民間事業者のいろんな取り組み、そして団体で

もいろんな動きがある中で、食の拠点エリア整備基

本構想も策定されたとお伺いしております。その進

捗状況と今後の取り組みについてお伺いいたします。 

○市長（田畑誠一君） 食のまちづくりについてで

あります。本市は、市民、事業者、行政が一体とな

って食のまちづくりを進めるために策定した食のま

ちづくり基本計画の中で、地産地消を推進するため

の取り組みとして、食のまちのシンボルとなる拠点

施設を整備することとしております。昨年度、その

実現に向けて、食の拠点エリア整備基本構想を策定

をしたところであります。この構想では、施設の整

備に当たっては、民間活力の導入と、市内にある６

カ所の直売所間の連携を念頭に、民活・連携による

食の拠点施設の整備促進を基本的な考え方としてお

ります。 

 また、当該施設は本市の食のシンボルとなるほか、

ビジターセンターとしての役割を担い、食や観光、

歴史、文化等総合的な情報を発信することで交流人

口の拡大による活性化を目的とした拠点となるとと

もに、市民の生産者、他の直売所及び関係団体との

連携を基本とした運営を構築することで、資源、組

織、人の中心的役割を担う場を目指しております。 

 指定される施設としては、直売所、レストラン、

観光案内所、多目的スペース、イベント広場、駐車

場、休憩施設などの機能が考えられますが、その中

でも収益施設となる直売所及びレストランについて

は市内の公的団体を優先とした民間の活力を活かし

た整備を促進し、市は整備等に対する支援をするこ

ととしております。 

 なお、整備予定地は、交通アクセスと利便性及び

土地の有効活用を考慮し、現在さのさ館及び総合観

光案内所のある場所が適地であると考えております。 

 今後は、関係団体と緊密な連携を図りながら、平

成27年度中の整備に向けて取り組んでまいりたいと、

こういう状況であります。 

○８番（濵田 尚君） 平成27年度中に整備に向け
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て取り組んでいるということで、そのビジターセン

ターですね、レストランと物販の部分もあるんです

けれども。例えば地産地消の拠点であったり、食育

の拠点であったりといったところの、そういった機

能をも持ち合わせているということですかね。確認

ですけれども。 

○市長（田畑誠一君） この施設の運営に当たって

は、市民、生産者、市内にある他の直売所及び関係

団体との連携が重要だと考えております。中でも生

産者収入は限りがあり、これらの方が市内の店舗や

直売所に分散してしまい、どの店舗等も品薄となっ

てしまってはいけませんので、整備がなされるまで

に生産者等に計画生産を求めるとともに、市民農園

の生産者や各直売所等が連携、協力できる体制づく

を進めていくこととしております。 

○８番（濵田 尚君） 確かに物産館関係者が、や

はりこれから類似した施設が建設となれば、売り上

げが相当少なくなるんじゃないかというような危惧

もされているところもありますので、今、市長が言

われました、それぞれの直売所で連携をとるという

ことですね。その連携というのは非常に大事なこと

であります。今後、一緒になって情報発信をしたり、

そして商品を開発したりと、いろんな情報交換もで

きますので、やはりこういった直売所の協議会なり

がしっかり機能することが大事かなと思っておりま

す。 

 そして、我々が小浜市に行きましたよね。そこで

食の関係の会館を見たわけですけれども、キッズキ

ッチンというのが１階にございまして、子供たちに

料理をさせるんですけれども。やはり食育の原点は

子供たちに料理をさせる、そして料理をつくって一

緒に食べる、いただきますと言って食べるという、

食育の原点であるようなところを見てきました。何

かやっぱり、そういう施設の中にもそういうのがあ

ってもいいかなと思いますけれども。 

 例えば、愛媛県西条市が食の産業クラスター事業

というので、ものすごく一生懸命やっているところ

ですね。あそこはそういった食の創造館というよう

なところをつくっているんですね。そういった中で、

これはいいなと思ったのが食のインキュベータ室と

いうのが、インキュベータというのは食に関する創

業をする人を支援すると、そういったところで食関

連のいろんな商品開発をしたり、そういった場を設

けてあげよう、そしてこの地で創業させてあげよう

というような、そういった施設を完備しているんで

すよね。我々がこのまちで食のまちとうたいながら、

やはり産業振興というところに直接目を向けること

ができるのは、こういう創業をする人を支援するん

だよと、そういったところが大事になってくると思

います。 

 ですから、今とれているものばかりじゃなくて、

加工されているのばかりじゃなくて、やはり何かし

らいろんな材料を集めながら、創業に向けて頑張る

人を支援するという、そういったところもあります

ので。ぜひ、参考になるかどうかわかりませんが、

研修に行くべきだと思っております。 

 また、この西条市が誘致、西条市にアサヒビール

が来たらしいですね。そのときに西条市はいろんな

特産品がとれてるわけでして、その特産品をうまく

ビールのおつまみに加工できんかということで、お

つまみコンテストというのをしてました。ああ、非

常にいいことだなと。そして今度、今回上程されて

いる「焼酎で乾杯」条例もありますよね。そういっ

た中で本格焼酎を楽しむためのおつまみレシピコン

テストとかちゅうのは非常に、それも地元産のを全

部集めてですね、本当みんな笑顔で楽しいコンテス

トになるのかなと思っておりますので、何かそうい

うのも、食まちが所管ですので、そこでまたちょっ

と、課長もそういうことは考えていらっしゃると思

いますけれども、そういった事例もあるということ

を申し述べておきます。 

 そして私ども、小浜に行っていろんな勉強もさせ

ていただきました。小浜、静岡県の富士宮、そして

例えば帯広、松坂というような、ＩＴＣを利活用し

た食によるまちづくり事業という、全国版なんです

けれども、富士宮市は焼きそばで有名ですけれども、

フードバレー構想、前回もここで私は言いましたが、

食を集積していこうというような取り組みを一生懸

命やっております。富士宮、帯広、小浜、松坂が一

緒になって、食のネットワークを発信してますね。
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ですからこの中で、富士宮と帯広の相互物産交流が

始まりましたよとか、小浜市に学生の皆さん、遊び

に来てくださいというような一元的なポータルサイ

トもあるわけですよ。 

 そういった中で、九州では佐伯市がいちき串木野

市と同日に食のまちづくり条例を施行しております

けれども、我々のほうがしっかり進んでいると思い

ますので、ぜひこういった小浜の研修、そして富士

宮の研修、西条市の研修に行って、その取り組みを

しっかり勉強してくる、そこが大事かなと思ってお

ります。そしてそこで、そこと連携をとらせてくだ

さいと、食のまちづくりで全国的に連携をとらせて

くださいということでお願いをするべきだと思いま

す。そういった中で、また今後１年、２年したらい

ろんな取り組みがほかのところも出てくると思いま

す。そしたら参考になる部分がかなりあると思いま

すので、ぜひ研修に行っていただきたいと思います。 

 これはもう市長の思いですので、市長、どうお考

えですか、その辺は。 

○市長（田畑誠一君） 議会の皆さんと目指すべき

まちの活性化の大きな柱として、食のまちづくりと

いうのを推進しております。議会の皆さん方はいち

早く小浜市の視察なんかもなさって、いろいろ研修

の成果、これまで議場で御提言をいただいてまいり

ました。 

 本市は本当に豊富でおいしい食材がいっぱいあり

ます。申すまでもなく、つけ揚げ、かまぼこから今

のマグロラーメンとか三大カツとか、舵取り丼とか

開発された。それからいちきポンカレーとか。それ

から果物にしても。魚は新鮮だし、肉関係にしまし

ても、農協ハムさん、プリマハムさん、全ての食材

がそろっているというふうに思っております。これ

らを活かしたいということで、ですから行政改革の

真っただ中でありますけれども、あえて食のまち推

進課も今年から設置をいたしました。 

 大事なことは、今おっしゃいましたとおり、いか

に時代をつかまえて、先をにらんで政策を展開して

いくかということであります。それについては、や

はり何と言いましても先進地の視察が大事ですし、

もっと大事なことは、いちき串木野市全体が同じ方

向に向かって、一緒になって取り組む姿勢だと思っ

ております。 

 マグロラーメンが成功したのは、その一番最たる

例だと思っております。私はあのマグロラーメンを

起用して、お互い商売がたきのはずだが、みんなが

まちおこしのためにということで同じ厨房に入って

１年間研究をされた、そこにこの一番の、味やトッ

ピングについて工夫も、もちろん見かけもです、ワ

サビを入れるという工夫ですけれどもね。一番の原

点は一緒になって取り組んだというところに強いき

ずなが生まれて、今日の全国的にも認知される、こ

の間みのもんたさんのけんみんＳＨＯＷに紹介され

ましたが、関東いちき会、関東串木野高校会とかつ

いこのごろ行ってまいりましたけれども、どこでも

あのテレビを見ておられます。非常に全国的にも認

知されたんだなと大変うれしい思いで帰ってまいり

ました。 

 とにかく、スタッフが一生懸命になることとあわ

せて、常に先進地を学ぶということと、地元が一枚

岩で頑張るということに尽きると思います。そうい

う思いでこれからも研修もしていきたいと思ってい

ます。 

○８番（濵田 尚君） 非常に頑張っていらっしゃ

る部分を理解いたします。 

 やはりこの富士宮にしても外にどんとＢ１グルメ

で出す部分と、まちの中でしっかり地産地消であっ

たり食育であったりという、その両面をうまくやっ

ていると思います。片一方ばかりではなかなか食全

体のことを網羅できませんので、私は外に出す部分

と、このまちでしっかり食を考えてもらって、健康

で、そして明るく過ごせるような、そういう施策も

していただきたいと思います。 

 実際、その市民農業塾の方も一生懸命やられてお

ります。平成24年度の実績でも、学校給食の食材に

も使われたということで、これをどうやってと。や

っぱり本当はもうちょっとたくさんの食材の確保に

努めていただきたいと思います。やはり市民農園の

拡大であったり、そういったところが内側の政策の

一つになってきますので、ぜひ進めていっていただ

きたいと思います。 



 
- 54 - 

 この食のまちづくりでありますけれども、とにか

く全国に発信をしていかなければなりませんので、

いろんな情報を駆使しながら、できることは早目に

研修をしながら、このまちでどういった形で進めば

いいのかというのをまた研究していっていただけれ

ばと思っております。 

 次に移りたいと思います。それでは、３番目の項

に移ります。 

 市来庁舎周辺の公共施設等の整備についてであり

ます。市来地域の公民館前の広場もなかなかこれま

で整備がされてきておりませんでした。それと２番

は関連がありますので、市来地域の公民館と高齢者

福祉センターの間のスペースも整備して、駐車場な

どに活用できないかということで。 

 そしたらまず、１番の前のほうの整備のことにつ

いてお伺いいたします。 

○市長（田畑誠一君） 市来庁舎の周辺の公共施設

の整備についてお尋ねであります。市来地域公民館

は生涯学習の拠点施設として、公民館講座や自主講

座などの講座生をはじめ、市民の会合や研修会等に

広く使用をされております。市来地域公民館の施設

はこれまで計画的に改修を行い、利用しやすい環境

づくりに努めているところであります。 

 御指摘の駐車場につきましては、未舗装の上、講

座や会合等が重なったときの駐車スペースが充分で

ないなどの声も寄せられております。このようなこ

とから、駐車スペースを確保するために、真ん中の

何の木ですかね、移動するとか、植栽を含めて全体

的に見直しを行って、そして舗装整備をして有効な

駐車スペースをつくりたいというふうに考えており

ます。 

○８番（濵田 尚君） 確かに真ん中にあるロータ

リーが、割と高齢者の皆さんが車で来られて、しっ

かり駐車ができないまま、そこにとめられれば後は

なかなか車がうまくとめられない状況というのはた

くさん見てきておりますので、うまく植栽も考えな

がら整備をやっていただけるんですよね。今後やっ

ていただければと思っております。 

 やはり高齢者、障害者の人に優しい改善をしてい

ただきたいと思います。今の場所が、スロープが一

番右側なんですが、果たしてそこが一番いいのかど

うかというところも含めて、今から高齢者の方々が

たくさん使用されますし、障害者の皆さんにも普通

に来ていろいろされることが望ましいですので、そ

ういった皆さんに優しい整備に努めていただきたい

と思います。そこを申し述べておきます。 

 そして２番目の福祉センターとの間のスペースを

整備し、駐車場などの有効活用ができないかという

ことです。 

○市長（田畑誠一君） 市来地域公民館と市来高齢

者福祉センターの間の敷地の環境整備でお尋ねであ

ります。 

 まず、市来地域公民館側は、図書館に徒歩や自転

車で訪れる周辺住民や児童等のための通路を設置し、

さらに植栽など環境整備を行っております。 

 一方、市来高齢者福祉センター側は浄化槽、これ

百人槽がありますが、この浄化槽を管理するための

車両駐車スペースを設け、市道に面した部分には出

入り口を設置しております。この出入口は見通しが

悪く、一般の方が車の出入りをするには危険な状況

にあります。また、アクアホール駐車場側からの進

入につきましても、狭溢であるため支障があると考

えております。 

 このようなことから駐車場として利用することは

難しい状況にあります。今後は、市来高齢者福祉セ

ンターの敷地について、景観に配慮をした環境整備

ができないか、検討してまいりたいと思います。 

○８番（濵田 尚君） 今、市長から景観に配慮し

た整備をしていきたいということで、やはり景観の

部分がどうしても目につくところでありましたので、

ぜひそういった整備をしていただきたいと思います。 

 やはり土地を有効活用しながら、その先には図書

室やら郷土資料室などもありますよね。そういった

中で機能充実のために今後は何か活用できないかと

いう御検討もいただければと思っております。 

 何よりも、先ほどの公民館の前の部分とあわせて、

公共施設として市来地域の核となる部分であります

ので、一体的な景観、美観に配慮をいただきながら、

機能性の向上に努めていただきたいと思っておりま

す。申し述べて次の項に移ります。 
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 市来保健センター奥の倉庫があります。今、市来

保健センターは湊町ふれあい協議会の拠点ともなっ

ております。その奥に旧専売公社時代からの倉庫や

塀があるわけですけれども。老朽化が著しくて、地

域の皆さんに大丈夫かと言われるようなところもあ

りますので、今後どのような対応をしていただける

のかお伺いいたします。 

○市長（田畑誠一君） 市来保健センター裏の倉庫

のことについてであります。 

 この倉庫は旧専売公社時代からの建物で、建築後

かなり年数がたっていると思われます。しかしなが

ら、土蔵づくりのため蔵の中が一定湿度に保たれる

など、物品を保管するのには最適な構造であります。

当面はこのまま、したがって活用したいと考えてお

ります。ただし、御指摘がありましたように、外壁

が剥がれ落ちた箇所などもあったりしますので、補

修が必要な箇所についてはその都度補修で対応した

いと考えております。 

 また、塀については、手すり部分が欠落している

箇所や柱部分にひびがいっている箇所もありますの

で、そういう箇所についても補修で対応したいと思

います。 

 倉庫周りの環境整備については、倉庫に支障があ

る木の枝の伐採や除草作業をするなど、環境整備を

図ってまいりたいと考えております。 

○８番（濵田 尚君） 土蔵のため、温度・湿度の

管理ができるということでありますけれども、実際

見れば壁が落ちてきている部分もありますので、そ

こは今、錆止めを塗ってあります。しかしながら、

そこだけが弱くて落ちてきたとは考えにくい部分も

ありますので、やはりそういったのを考えたときに

は、建てかえ等の検討もしていただきたいと思いま

す。 

 そして後ろの塀はもう、御存じのとおりだと思い

ます。植栽というか、そのときに木が生えたのが相

当大きくなって、これが近隣の住宅の人に迷惑にな

っているような感じでもありますので、その辺も充

分考慮していただきたいと思います。 

 あの倉庫の中には、埋蔵文化財の一部も保存して

あるわけですけれども、伝統芸能の祇園祭の山車も

保存をしてあります。それで狭い中にようやく詰め

込んでいるのが現状でありますし、祇園町公民館の

皆さんは、公民館も持たずにそういった備品関係も

便宜上入れられている状況であります。 

 今後は、ふれあい協議会が、やっぱりそういった

伝統芸能の保存のために何かしっかりした倉庫が必

要じゃないかというような声も出てくるかと思いま

す。そういったときには、そういった保存の関係も

視野に入れながら、どういった形であそこをそのま

まにしておくのか、建てかえるのかを考えていって

いただければと思っております。 

 一番大事なのは、やはり山車なんかが入っている

という、地域の皆さんのそういう思いがそこの中に

ございますので、ぜひ市長、そこらあたりを今後検

討していっていただきたいと思います。 

 所見をお伺いして、全部の質問を終わりたいと思

います。 

○市長（田畑誠一君） 今、お取り上げいただいて

おりますこの倉庫は、とにかく土蔵づくりで、だか

ら蔵の中の湿度が一定に保たれるということで、品

物を保管するには、今、祇園の山車やら保管してあ

られるんですか、最適な構造だと思っております。

したがいまして、品物を保管するには最適な構造で

あると思われますので、しばらくこのまま活用した

いと思っております。 

○議長（下迫田良信君） 以上で、本日の日程は終

了しました。 

────────────── 

   △散  会 

○議長（下迫田良信君） 本日は、これにて散会し

ます。 

         散会 午後４時25分 

 

 


